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第 1条本会は日本薬史学会 TheJapanese 任期は 2カ年とし重任することを認

Society of History of Pharmacy める.

と名付ける. 1. 会長は総会で会員の互選によっ

第 2条本会は薬学，薬業に関する歴史の調 て選び，本会を代表し会務を総

査研究を行い，薬学の進歩発達に寄 理する.

与することを目的とする. 2. 幹事は総会で会員の互選によっ

第 3条本会の目的を達成するために次の事 て選び， 会長を補佐して会務を

業を行う . 担当する.

1. 総会(毎年日本薬学会の年会の 3. 幹事中若干名を常任幹事とし，

時に行う〉 日常の会務および緊急事項の処

2. 例会(研究発表会，集談会〉 理ならびに経理事務を担当す

3. 講演会，シンポジウム，ゼミナ る

ール，その他 4. 評議員は会長の推薦による.

4. 機関誌 「薬史学雑誌」の発行， 第 7条 本会に事務担当者若干名をおく .運

当分の間年2回とする. 営委員会は会長これを委嘱し，常任

5. 資料の収集，資料目録の作製. 幹事の指示を受けて日常の事務をと

6. 薬史学教育の指導ならびに普 る.

及. 第 8条 本会の事業目的を達成するため別に

7. その他必要と認める事業 臨時委員を委嘱することができる.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的 第 9条 本会は会長の承認により支部又は部

の達成に協力しようとする人をも っ 会を設けることができる.

て会員とする. 第10条 本会の会則を改正するには総会で出

第 5条 本会の会員は会費として年額 1，500 席者の過半数以上の決議によるもの

円を前納しなければならない.但し とする.

学生は年額 500円とする.賛助会員 第11条本会の年度は暦年 c1月より 12月ま

は本会の事業を協賛する人または団 で〉とする.

体とする.賛助会員は年額10，000円 第12条 本会の事務所は東京都千代田区神田

とする. 駿河台日本大学理工学部薬学科内に

第 6条本会に次の役員をおく.会長 1名. おく.

幹事若干名，評議員若干名，役員の

日本薬史学会役員 (1977年 5月現在〉

会 長 木村雄四郎

幹 事 〈常 任〉 吉井千代田 長 沢 元 夫

(庶務会計〉 滝戸道夫

(編 集〉

(監 事〉 川 瀬 清

伊藤和洋 根本曾代子

(地 方〉 宗国 難波恒雄
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古代お よ び 民 間 医 療 の考察 一 特に

蒲黄 、ガマの花粉と冠毛について

安江政一*

Ancient Medical Treatrnent in Japan; Pu-huang 

(Thyphαlatifoliα)， its Pollens and Pappi 

Masaiti Y ASUE* 

The oldest archive in ]apanese， Koziki， has many myths， one of which described 

some medical treatments. An injured white rabbit was cured with Pu-huang， which 

is believed by several pharmaceutical historians to be pollens of Thyρ'ha latifolia 

because the Chinese drug named Pu-huang today is made from pollens of that plant. 

However， the PU・huangused in the past is concluded to be pappus， not pollens， of 

that plant for the following; (1) The season of the story must be winter. Pappi 

obtained in winter and the pollens in summer. (2) The injured white rabbit became 

immediately as it was before by Pu-huang. Thus， Pu-huang must be white pappi， 

and yellow pollens are not suitable. (伶ω3吟)The Chinese character 

the plant Thyρhαfωαt(ザfoliαand‘“‘huang" means yellow. Therefore， PU・huangseems 

to be pollens， which are yellow powder， but 

Thus，‘“‘'Puザ" cannot de taken to mean one species of plants， Thyρha latifolia. The 

meaning of the Chinese character 

the plant itself， its pollens or pappi. It must be concluded by situation of the mytho-

logical story and medical treatments， referring to the politics， religion， and medical 

treatments of that time which were not differentiated. 

古事記の出雲神話，大穴牟遅神(オオナム

ジノミコト〉またの名大国主神(オオ クニヌ

シノミコト〉と稲葉之素蒐(イナパノシロウ

サギ〕の物語が，わが国最古の医療の記録と

されている. 日本書記には少彦名神(スクナ

ヒコナノミコト)も医療に登場するので，こ

の二柱の神が医薬の開祖として祭られてい

る1)

岡崎は古事記の物語を引用し，傷ついた白

兎が蒲黄をつけて回復したとし、う記録にふれ，

蒲寅は「ふつう務の穏といっているが，花粉

水新潟薬科大学， Niigata College of Pharmacy. 
1) 清水藤太郎 :日本薬学史 4，南山堂 (1949)

がただしL、」とのベ，花粉により傷が乾燥し

て治療に役立つ点を評価している2) また佐

藤8)は「意IJの治療には水または海水で、洗って

蒲貰をつけることが知られ……」とのベ，海

水で洗うことまで治療につながるかのように

変形している. 1976年夏頃のNHKテレビに

おいて，生活の知恵シリ ーズが放映され，そ

の民間薬の項において某大学の二教授が出演

し I殺菌性のある海水でまず傷を洗い， 次

に真水で洗って花粉をつけて手当をした」と

古い時代の生活の知恵をたたえていた.古事

2) 岡崎寛蔵:くすりの歴史 34，a) 143講談社(1976)

3) 佐藤文比古:薬史学紗 34広川害賠(1970)

( 1 ) 



記の物語の中にある短かし、記述からこのよう

な推定をして正しいかどうか疑問がある.そ

こで著者は岩波文庫の古事記4) を用いて白兎

に関係する部分を調べてみた. この文庫本は

仮名まじり， 書きおろし文になっ ており，後

に原文もあるので好都合である.この校訂本

には清水1)と同様，蒲葉に「がまのはな」と

ふりがなをつけ，その注に「蒲の花粉，治血，

治痛薬として用いられたωとかし、てある.こ

のような断定はどう L、う根拠によってなされ

たか明らかでないが，検討の余地がある.

著者は山ぐに育ちのため，かなりの年令に

なってからガマを知った.そしてあの褐色の

穂を始めて見たのはさらにおくれて戦後のこ

とである.因幡の白兎と大黒様(大国主神)

の物語は戦前の国定教科書に入っており ，小

学唱歌の一節に「カ'マの穂綿をとり敷けば，

兎は元の白兎」とあって，ガマの穂は真白な

綿のようなものだと想像していた. ところが

実際には汚い茶色の穂しか見ることができず，

あの黄褐色の穂をとりしいて，元の白兎にな

るというのがどうしても腕におちなかった.

たまたま埴5)が雑誌自然に「空飛ぶタネ」な

るカラー写真を発表した.その説明に「冬の

昼下り ，人里離れた池に乾いた陽の光が射し

こむと，それまで静かにたたす.んでいた茶色

のガマの穂が，突然爆発する.白い綿毛が激

しく噴き出し，強い力で舞い上る.そして木

枯に乗って冬空の彼方へとんでいってしま

う」とのべている.そして 「水面に落ちたタ

ネ」の写真は白く綿を敷きつめたようにみえ

る.これを見て，始めて合点がいった.神話

に出てくる兎は茶色をした野兎で‘はなく，白

兎でなくてはならないわけも，ガマの穂綿が

必要なわけもはっき りした.先に掲け.た薬学

史家らの見解，すなわち蒲黄をガマの花粉と

するのは現在の本草学，あるいは薬用植物学

の知識をもって古代をおしはかるもので，正

しい推論とはいえない.

古事記成立の時期は大和朝廷が瀬戸内海沿

岸一帯を統ーして安定政権を作った頃で，日

本全国を大和朝廷が統治することを正当化す

るために編集されたものであるめ. 白兎の物

語もこの方針からはずれるものではない.戦

わないで国を譲った大国主神は善玉としてえ

がかれている.そのためには悪玉がいなくて

はならないので八十神の登場となる.八十神

は兎に「海水で体を洗って山の峯で風に吹か

れておれ」と教えたので、その通りにしたとこ

ろ，海水が乾くにつれて傷が悪化 したのであ

る.八十ゃれは苦しんでいる兎にわざと傷が悪

化するよう なことをさせた同情心のない悪玉

なのである.海水のような塩分の濃い水で傷

を洗えば，悪化することが知られていたとい

えよう .佐藤やNHK出演者らは古事記をよ

むことなしに古事記の物語を論じていたわけ

である.

次に穂綿か，花粉かの問題で、ある.花粉と

すればこの物語はガマの花咲く夏となり，穂

綿とすれば，実の成熟する冬となる.物語で

は風に吹かれて傷が一層痛むようになったと

あるだけで，季節を判断する材料は何もない.

しかし話のすじとしては冬の寒い風に吹かれ

て苦しむ方が，内容が生きるように思われる.

夏の暑い感りに，主義で風に吹かれでも特別苦

しい状況は出てこないからである.寒さの中

で，傷ついた体を淡水で洗い， 真白なカoマの

穂綿にくるまったら，たちどころに元の白兎

になったとすれば，話のすじが通るとい うも

のである.この物語は治療法や薬物の記載が

目的ではなく，大国主神と八十神を善悪に対

照してえがくためのものである.夏の黄色の

花粉より，冬の真白な穂綿の方があるべき姿

であり，蒲貰をガマの穂綿とした戦前の解釈

の方が正しかったといえる.

さらに当時の記録手段としての漢字につい

て考える必要もある.この頃仮名はまだ発明

されておらず，日本語の文章を記録する方法

4) 倉野憲司校注古事記岩波文庫 (1964) a. 44 b. 27 c. 45 
5) 植沙繭，自然 1976年 12月号

6) 講座白木の神話 2.(三谷栄一):古事記の成立と構造.28.有精堂(1976)

( 2 ) 



はなかった，古事記の序文にもあるように，

外国の表意文字を用いて日本語を表現するこ

とはむつかしく，訓を用いると意味がぴった

りせず，音だけで表わす:と長たらしくなるな

ど，大きな問題がいくつもあった.このよう

な状況のもとで、書かれた蒲黄が，果してガマ

の花粉を指していたで、あろうか.漢方医術が

伝えられたのはかなり古いが，和漢薬や本草

学がわが国独自の立場で研究，開発されるよ

うになったのはずっと後のことである.従っ

て現在蒲黄といえば，ガマの花粉を集めた生

薬といえるが， 1，000年も前は果してどうで

あったか.i蒲」がガマで， i黄」がつくから

黄色の花粉を指すのではないかとも考えられ

るが， i蒲子」とかいてブドウの実4b)を表わ

しているから「蒲」が一種の植物を意味する

とは考えられない.岡崎のくすりの歴史の挿

絵にも「蒲黄」があるが，ガマの穂も含めた

全草が示してある.蒲黄といってもガマとい

う植物を表わしたのか，その花粉を指したの

か，あるいは穂綿を意味したか，現代の著書

においてさえ判定できないのである.われわ

れの生活に早くから密着していたイネには，

植物名のイネのほかにモミ，コメ，メシ，カ

ユ， ワラ， ミゴなど部分や製品についてのい

ろいろな名があるが，あとから入ってきたム

ギやソパについては植物名も製品名も同じ名

で呼んでいる.このようなわけで現在通用し

ている務黄なる言葉が，カ。マの花粉であると

しても，古事記にかいてある蒲黄も同じ意味

であると断定することはできない.

古い時代の物語を理解するには，その時代

の思想についても考察しなくてはならない.

古事記の書かれた 712年頃のわが国の医療思

想はどのようで1らったろうか.疾病に対して

は自然治癒のほか手のない時代である.神に

祈るほかなかったといえる.その上古代は政

治と宗教と医療は分化 していなかったとみる

べきである.時代がずっと下っても同様で，

「疾病の流行は急激に多数の生命を奪うもの

であるから，人心不安を来すばかりでなく，

為政の問題となり，労働力の激減は社会機構

の基底をおびやかすので政府は予防に腐心し

た. しかし科学的に把握されず，疾病は超自

然的，神秘的なものとして，悪魔神の崇りと

考えられ，祈躍，読経，造仏などひたすら神

仏にたょった.そして大宝令以来の制度とし

て呪禁，鎮魂祭，大赦，あるいは改元，大械

など多くが考えられていた」り. 政治と医療

は割合早く分化したが，医療と宗教はながく

結合し，今でもその残澄が残 っている.祭政

医の結合していた頃の政治的首長は神の子で

あり，医者でもあった.薬は何等かの儀式と

共に授けられたであろう.その最古のものは

酒で，エタノ ールは最古の薬とされているわ.

古事記について曲兎の次を読み進むとキサガ

イヒメとウムギヒメが出てくる.八十神の憎

しみを買った大国主神は彼等の計略にかかっ

て， 真赤に焼けた大石のため焼死した.母は

悲しんで高天原〈タカマノハラ)に登り，神

産巣日之命(カミムスピノミコ ト〕に懇願し

た.あわれに思った神はキサガイヒメ(アカ

ガイ)とウムギヒメ(ハマグリ)の二人を遣

わして大国主神を復活させたのである.倉野

は古事記の注でこの二人のヒメをアカガイ，

ハマグ リの擬人化的としているが，これは正

しくない.わが国ではすべてのもの一一生物，

無生物を問わず，それを支配する神がある.

キサガイヒメはアカガイの， ウムギヒメはハ

マグ リの神である. 前者はアカガイの貝殻を

粉にし，後者がそれを待ちうけて，乳で練り，

大国主神に塗布して復活させたのである.清

水は前掲書1)においてアカガイとハマグリの

黒焼を用いたと書いているが，古事記の本文

から黒焼と判断できるような手がかりは何も

ない.

わが国の古代において上記のような火傷の

治療法があったのであろうけれども，単なる

7) 東京府社会課 :日本の天災地変(下)314原書房 (1976)(複刻〉

8) ウオノレター ・モードノレ，アルフレッド ・ランシング;宮木高明訳薬の話 49タイムライフ ・インタ

ーナショナノレ(1971)

( 3 ) 



手当ではなく，宗教的な手続き*のあること

を見落 してはならなない.すなわちまず高天

原に登り，そこにいる神一一一唯一絶対神のな

いわが国では祖先にあたるところの神のなさ

けにより，その派遣した使者によって治療が

行なわれ，死者をこの世に復活させるという

手続きに宗教とのつながりがある.この形式

は現在の神道の儀式を地でゆくものである.

すなわち神主が祭の場を修放した後，降神の

儀を行なうのは高天原に登るべくもなし、から

神を地上に呼び迎えるのである.そして供物

をして祝詞(ノリト〉をあげて懇願し，供物

に霊力をつけてもらってから昇神の儀を経て

供物を下げる.これは神社においてもまた地

鎮祭のように普通の場所においても同じ形式

である.供物は一般に幸を分つものとして多

人数が少しづっ分けて頂くものである.現在

供物が薬であることはないが，祈鵡が主な治

療法であった頃は，薬そのものより儀式によ

る神の力の付与がより重要視されたと思う .

倉野は古事記の注に「古代民間療法の一つ」

とかいているが，民間とは公定に対する言葉

であるから，この注の「民間」は削除すべき

である.国家のない時代ではあるが，いわば

固定療法ともいうべき最高権威を持った治療

法と解すべきである.

死者をよみがえらせているから，生死の思

想について考えてみると，古事記にはこの世

のほかに高天原とし、う天上の固と，死者のゆ

く黄泉国(ヨミノクニ)があり，黄泉国はけ

がれた国となっている.イザナギノミコトは

亡妻イザナミノミコトをもう 一度この世に迎

えるため，黄泉国へ行くから，天上の固と共

にこれら三界は交通できると考えられていた

ことがわかる.イザナギノミコトは折角黄泉

固まで行ったのに，時既におそく ，妻は「ヨ

モツヘグイ」をして しまったので，もはやた

だでは帰れないと答えるくだりがある.死後

時がたち，黄泉国での食事をと ってはもはや

この世に帰れないのだから，死後早い時期な

ら復活できると L、う考えがあったと思われる.

薬学史書では蒲黄もアカガイ ，ハマグリも傷

の薬としてしかのべていないが，古事記では

そのような部分的な治療ではなく，全身の皮

をはぎとられた兎が一挙に元の白兎になり，

大国主神の焼死体は見事に「うるわしきおと

ことなりて，いであそびき」とし、う具合に，

元通りに復活するのである.神通力の誇示が

みられ，宗教色が強くあらわれている.

病気が超自然、的なものと考えられている限

り，薬も神秘的となり，祈請が主役を演じて

いたが，時代が下って薬が有効であることが

わかってくると，また別の憶測が出てくる.

形態がそれで，人間の体に似た形の植物根が

万病に有効として珍重された.西欧のマンド

レイク 9) と漢方のニ ンジンが好一対である.

前者は強い作用をもっアルカ ロイドを含むた

め， しばしば中毒事件をおこしてすたれたが，

後者にはそのような特殊成分がないため，現

在でも用いられている.人民中国から来日し

た医療視察団の人に「ニンジンのような高価

であるが効力の不確実なものを，何故人民に

用いるのか」とたずねたところ r科学的研

究によって有効成分を見つけることはできな

いが，病院において患者に投与して比較する

と，明らかに回復が早し、から使用するJとの

ホ民間薬を論ずるときも手続きを切り捨ててはならない.かぜ薬のタマゴ酒(椀に鶏卵 1個と酒を猪口に

一ばい加え，熱湯を加えながらかきまぜてーばL、にする〉や梅干の黒焼(梅干を火の中で真赤になるま

で焼き，ただちに飯椀に入れて熱湯を注ぎ，一ばいにする)はあつい聞に飲んですぐ寝るのである.こ

れは体を内部から温めて休むから有効なことは間違いない.しかしこれを籾のんで，働きに出ては何の

役にも立たないばかりか，タマゴ酒に至ってはかえって有害で職場で，倒れる結果になりかねない.す

ぐ寝て休むというあとの処置のところまでが民間療法である.タマゴ酒にはタマゴの栄養とエタノーノレ

の作用があるが，真赤になるまで焼いた梅干に残るものは無機物だけであろう.従ってこれは温暖と休

息が有効と思われる.実際やってみた経験からいうと，飯椀-1品、の熱湯を心持よく飲み干すのにちょ

うどよい塩味がつくのである.従って梅干の無機物の中から何か有効な成分を深そうなどとL、う研究は

まとはずれといえる.

9) ノーマン ・テイラー著灘波恒雄，灘波洋子訳，世界を変えた薬用組物 192.創元社(1972)
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ことであった.中国のように医療費が無料で

あるところでは結構なことである. しかしそ

のような効果だけならもっと安価なニンニク

でも，薬用酒でも，あるいはただの酒で、も同

様かも知れない.わが国における最高級の研

究陣を以てしても，娘が身売りしてまで求め

るような効果のあるものは何 も出てこないの

である.岡崎2&)は近松門左衛門の 「鎌倉三代

記」における独参湯で蘇生する場面が大当り

をとってニンジンの宣伝になったと指摘して

いる.このようなあいまいなものが熱狂的に

もてはやされた背景には信仰と医療の未分化

があったためで、あろう .

ソ連，中国では革命の指導者の死体を元の

ままの形で保存しているが，このような願望

は昔の王候とそのとりまきの間にあった.中

国やエジプト，あるいは藤原三代のミイラが

それである.庶民の聞の同様な願望は，例え

ば台湾在住の中国人の間にある洗骨の風習に

あらわれている.死者は浅く埋葬し 1年後

に掘り上げてきれいに洗って骨査に収め，改

めて埋葬するのである.このとき真綿などを

用いて生前の形に近づけようとすることがあ

った. ミイラ化の考えに通ずるものがある.

これら死体の原形保存と，死者のこの世への

復活と，そして傷をなおして体を元通りにす

る復元とは祭政医未分化時代には相通ずる考

えであったと思う .このような前提で因幡の

白兎を考えると，古事記執筆の当時，何がど

うきくかわからないけれども，白兎の傷にガ

マの白い冠毛がついて，白い毛でおおわれれ

ば元通りになると想定できたであろう. こう

いうことが古代の治療法の発想であり ，実施

であったのではあるまいか.花粉では即座に

元通りにならないから，蒲黄はこの点からも

穂綿にするのがふさわしいといえる.

ついでながら傷と火傷の民間薬で，著者の

身辺にあったものについて一考したい，傷と

いっても浅い傷に対してであるが，著者の郷

里では松の花粉1めを用いた者もあったが，家

庭に用意していたものはモグラの黒焼と毛蚕

10) 安江政一，名市大薬紀要1.82(1953) 

( 5 ) 

(ケゴ)であった.モグラを捕えるとすぐ土

瓶(陶製の湯わかし〕に入れ，外部を赤土で

ぬり固め，火のつぼ(し、ろりの中央に作った

浅いくぼみ)で少し赤くなるまで焼く.冷し

てあけると，モグラは液化 して流れたかのよ

うに形を留めず，器底に黒く残っている.こ

れを粉砕して止血に用いた.少し傷が深いと

なおった跡が黒くなり，長年月を経ないと

消失しない欠点があった 毛蚕は蚕の卵から

かえった幼虫に食を与えないまま乾燥したも

ので，極めて軽L、かさばった，暗色の粉のよ

うにみえる.黒焼よりも傷に黒色が残らない

ところがよかったが，多量につくることはで

きなかった.浅い傷は清潔にして乾かせば自

然に治癒するのが当然で、あり ，これを助ける

方法は各地に，各様のものがあったと思われ

る.ガマの花粉は一度に多量，容易に集めら

れるから早くから利用されたと推定できる.

松の花粉は一般に森林をなしている天然林で

採集することは極めて困難であるから，民間

療法に登場しなかったであろう .このように

考えると古事記の蒲黄はヵーマの冠毛であると

しても矛盾はなく ，これを否定する根拠はな

L 、

次に火傷の手当であるが，著者の郷里にム

カデの油というものがあった 食用油を30me

位の小瓶に入れ，これに多数の生きたムカデ

を，油にひたるように入れてながく放置する

と，腐敗して全体一様な，不透明な液体とな

り，激しい悪臭を放つようになる.これを火

傷または傷に塗布した ある時，子供がし、ろ

りに転がりこんで後頭部に火傷を受けた.重

い患部には十分塗ったので水泡はできなかっ

たが，軽くて見落したため，塗らなかったと

ころに 2. 3の小水泡の生ずるのをみて，こ

の民間療法の効果に驚いた.村に公立病院が

できてから，これらの民間薬はすたれてしま

った.最近になって家族の者が誤って熱湯を

手に浴びてしま った.水道水につけるのがよ

いときいていたので‘水にひたした.冷水につ

けている聞は痛みもやわらぐので，この方法



はその意味でもよいものである.かなりなが

くつけていたが，結果はムカデの油と同様で

あった.水につかっていた火傷の重いところ

には水泡を生ぜず，軽くて気がつかなかった

ため，水にひたさなかったところに小水泡が

いくつかで、きたのである.手の甲には水泡は

できなかったが，皮府は徐々に革質化し，剥

離して全快し，斑痕は残らなかった.どこで

誰が発明したかよくわからないが，火傷に対

して冷水につけて冷すという，見事な方法が

新しく考え出されたわけである.民間療法に

も変化と進化がみられるのである.

古い記録を調べたり，民間に眠 っている方

法を発掘して研究の資料とし， それを更に発

展させて活用することはすぐれた研究方法の

一つではあるが，古い記録にあるとし、うだけ

で，あるいは古くから伝っているというだけ

で，それを尊いものとして現代にあてはめる

のは誤っている.そのもっとも極端な例は，

時々新聞に現われるキツネ落しによる殺人事

件である.また逆に現代の知識をもって古代

の記録をおしはかり，背の知恵も今と同じで

あったと考えるのも誤である.古事記の蒲黄，

アカガイ ，ハマグリを現代の和漢薬や民間療

法からおしはかつて，古代もこうし、う考え方

で治療していたと考えるのは正しくないであ

ろう .

( 6 ) 



薬史 学 雑誌

12 (1) 7 - 14 (1977) 

西欧 に おける医薬分業成立の背景1)

安江政一本

The Background for the Separation of the Pharmaceutical 

Profession from the Medical Profession in Europe. 

Masaiti YASUEキ

The separation of the pharmaceutical profession from the medical profession took 

place only in Europe. In China and India， where culture had advanced ear1ier than 

in Europe， the pharmaceutical probession showed no indication to gain indepence 

from the medical profession. Thus， in medieval Europe there must have be~n some 

unique factors that contributed to the separation. They are assumed to be as follows 

(1) Chinese drugs， including spices and perfumes， were in great demand and sold 

at very high prices in Europe， which enabled pharmacists and druggists to become 

economicaly powerful. 

(2) The first-rate doctors were court physicians， and the other doctors were not 

rich， because the medical profession was not suited to make a fortune in those days. 

(3) In medieval ages， sicily was the economic center of the wor1d and imported the 

high-priced Oriental products including drugs， They were fertile sources from which 

the ruler could collect a lot of tax. 

(4) Frederick II， King of Sicily， was warlike and always fought against the Pope 

and the city states. On the other hand， he also founded the University of Naples， 

thus encouraging the improvement of culture. These policies were so costly that he 

had to aq uire an enormous amoun t of budget. 

(5) The king placed the industry and commerce under the government management， 

and the Chinese drugs including spices and perfumes were monopolized by pharmacists 

and druggists. These policies were as a matter of convenience for tax collection. 

The law made dy Frederick II， which comprized a clause forbidding doctors to have 

a pharmacy， were later adopted by many rulers， because it was eHective for rulers 

to control the people. This law greatly helped to diffuse of the separation of the 

pharmaceutical profession from the medical profession. 

* 新潟薬科大学，Niigata College of Pharmacy 

1) 日本薬学会第97年会 1977年4月 (東京)発表.

2) Location: Kamishin'ei・cho5!l29， Niigata. 
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序論

わが国の医薬分業は，明治初年の薬学輸入

のときからの目標であり ，多くの先人が熱心

に要求し，力強 く運動したが，明治百年を過

ぎた今日でも形式的には分業と L、し、ながら，

完全実施は何時のことか見通しも立っていな

い状態である. このよう なことは，医薬分業

が歴史の流れにさからっているのか，あるい

は歴史を先どりしているのか，そのいずれか

と思われる.社会的要求のないものは実現し

ないし 社会的に必要ならば必ず実現するは

ずである.ここで思い当ることは，西欧より

文化のはるかに古い中国やインドにおいて医

薬分業はまるで考えられていないことである.

西欧における分業令は1240年という古い時代

に出されており，現代科学の進歩から考える

と，まだその芽さえ出ていない時期に実施に

移されている.そしてその当時の西洋医学と

漢方医学を比べてみると大差はなく，医薬品

については漢方の方が， より有効なものを持

っていたのである.1552年来日したポルトガ

ル人，アノレメイダめは漢方薬を用いてその有

効性を認めている. この時より 300年以上も

前に，西欧においてのみ医薬分業が成立した

という ，著しい違いを生じたのは何故で、あろ

うか.西欧には何か独特の原因があったに違

いない. これを解明することは現代の分業運

動，分業論を考える上で意義あることと思う.

従来の諸説とその批判

西欧における医薬分業成立の理由について

考察した論述は乏しい.ルネ ・フアーブルら

は薬学の歴史的の中で「アラビアにおける薬

学の進歩」とか I調剤を手仕事として医師

が捨てたので-分業になった」とのべているが，

わずか 2ページをあてているにすぎない.ア

ラビアの薬学といっても分業をしいる程深い

ものではなく ，また調剤を手仕事として医師

が捨てるか否かは，わが国 100年の歴史が示

すように，普通ではあり得ないことである.

医師が調剤に対して軽視の態度をみせるよう

になったのは，分業が法制化され，利益の多

い東洋産生薬取引が禁止された後のようであ

る. I死亡診断書を書 くことのできるその同

じ手で， くすりを取扱わせてはならない」と

いう発想5) もあるが， これは分業をめざす薬

剤師側のスローガ ンではあっても，分業を成

立させた理由とは考えられない.ラウオール

は世界薬学史的の中で，分業に到るまでの各

種の事項を，発布された法令と共に年代を追

って解説し，分業成立の過程をくわしく説明

しているが，その成立の社会的背景にはほと

んどふれていない.また Sonnedckerη もイ

タリアにおける薬学の発展についてのべてい

るが，薬学に関係する事項以外の社会的状況

には言及していない.高橋8)はフリードリヒ

二世の医薬法的公布を二世の進歩的性格と，

薬種商キールドが経済的に有力になっていて，

っき上げたためとのベ，始めて社会的背景に

目を向けている.二世が聡明な人物であった

ことは事実としても，進歩的であったか否か

には問題がある.また中世のギルドの性格を

現代の同業組合や労働組合のそれから類推す

るのは当らないであろう . 最近， 青木10)は

3) 中西啓:長崎のオランダ医たち， 17 岩波書庖(1975) a，同書13.

4) ノレネ ・ファープノレ，ジョノレジュ ・ディノレマン著，奥田潤， 奥田陸子訳:薬学の歴史， 24 白水社

(1969). 

5) 愛知県薬剤師会，薬苑 232号 13 (1976). 

6) C.H.ラウォ ーノレ著， 日野巌，久保寺十四夫訳 :世界薬学史， 104，厚生閑害賠 (1932).

7) Glen Sonnedecker: Kremers and Urdang's History of Phamacy 53 Lippincott (1951)! a， I司書

54; b， 56. 

8) 高橋真太郎，薬史学雑誌 4(2)， 10 (1969). 

9) 清水藤太郎，薬史学雑誌 2(1)， 16 (1967). 

10) 江見康一編 :国民医療をみる限，第2編第6章青木正勝:社会保険の先進国西ドイツ 168勤草書

房(1976); a，問書第10主主，酒井長一郎 :ヨーロ ッパの中進国イタリア 273.

( 8 ) 



「西ドイツの医薬分業は1240年以来の歴史を

もっ」と書き始め iフ、リー ドリヒ二世は40

年にわたる ドイツ統治期間中，肝心のドイツ

に住んだのはわずか 9年という .そのうちほ

とんどシシ リーに在って，シシリ ー支配権に

執心し，さらに全イタリア支配に懸命となる

余り， ドイツにおける教会と諸候領の行政権

を放棄して王権政治の虚脱化を招き，彼の死

後，いわゆる大空位時代をもたらした人物で、

ある.このような皇帝が¥，、かなる事件をき

っかけに して医薬分業を宣言 したかまことに

興味深いものがある」とのベて，分業成立の

理由に関心を示しているが，それを追究しよ

うとはしていない. 同じ書の中で酒井10a)は

次のようにのべている. iイタリアでは・一

医薬品と名のつくものはすべて13，000ある薬

局を通して独占的に供給されている.これは

薬剤師としての職能が，長い歴史の中で自然

に培われ，世間の人々がお互に認めあってき

たためで-あろう.だから医薬分業についても，

昔から引継がれてきた当然の慣習として彼等

に備っている，もし“分業はどうしてできた

のか"などという問L、かけをしたとすれば，

それは “なぜ日本人は米をたべるのか"と外

人に質問されるのと似てナンセンスなことで

あるJ. このように， 酒井によればイタリア

薬剤師は分業成立の原因には全く無関心のよ

うである.多くの西欧薬学史家も分業成立の

背景には目を向けていない. しかしし、かな

る制度でも何 らかの必然性をもって発生し，

発展して現代に到っているのだから，分業に

ついて「自然に培われ……当然の慣習として

彼等に備っている」などと Lづ見解は杜撰に

すぎる.前掲ファーブルの書4) にもあるよう

に，分業令が出されてから完全実施に到るま

での道は決して平担ではなく ，医師， 教会，

香辛料商などとの絶え間ない斗争の歴史であ

り，これを成功させるのに分業令は大きな助

力となっていたので為る.それで・もファ ープ

ルらは何故分業令が出されたかの背景には言

及していない.これは完全分業の制度に馴れ

切って，その原因などとり上げる必要を感じ

なかったためであろう .

古い時代の歴史書は国王の政治や戦争が中

心になっていた.科学史も始めの頃は天才的

学者と科学そのものの進歩発展をあとずける

だけで，社会発展との対応はあまり重くは取

扱われなかった.最近になって，歴史の研究

における経済的背景が重要視されるようにな

り，国王や英雄など個人的な力の影響は背後

におしゃられた.薬学の歴史も当然同時代の

社会的状態の研究に目を注がなくてはならな

い. i日本人はなぜ米をたべるか」という質

問に答えることは， 日本民族の歴史にかかわ

る重大問題で，ナンセンスなどとして片づけ

てよいことではない.医薬分業成立の背景を

探ることも同様に，分業の達成とそのあるべ

き姿を考える上で必須というべきである.

医薬分業令発布の社会的背景

以上のべたように医薬分業成立の原因を

解明しようとする文献は見当らないので，著

者は西欧の中世，特に分業令の出された1240

年前後を中心と して歴史書11)を調べ，次にの

べるような政治的，経済的な理由があって成

立したことおよび分業の結果として医学，薬

学の両者に極めて有益な作用を及ぼして今日

に到ったことなどを知ることがで、きた.

1. 東西貿易と東洋産生薬類

東西貿易は古代ローマ時代に，既に盛に行

われていた. ローマ側の最大の輸入品は中国

の網で，ローマは金の流出に苦しんだとい

われる程の片貿易で為ったら しい山. その経

11) 森田鉄郎 :ルネサンス期イタリア社会，吉川弘文堂(1976);同人:世界各国史 15，イタリア史， 山

川出版社(1976);世界の歴史3，堀米庸三 :中世ヨーロッパ，中央公論社(1974);同人:西洋中世

社会の崩嬢，岩波書庖 (1974);世界の歴史 9，鯖田豊之:ヨ ーロ ッパ中世，河出書房新社(1969); 

増田四郎 :西洋中世社会史研究，岩波書信 (1974).

12) 柳睦美 :シルクロ ード地帯の自然の変遷， 46古今書院 (1976).
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路はいわゆるシルクロードであるが，海路ベ

ルシア湾に入ってパグダッドに到る道もあっ

た.絹はその後，蚕を密輸入して西欧でも産

出できるようになったが，輸入は相変らず続

いていた. もう 一つの輸入品に生薬類があっ

た.中国の大賞，インドのセンナなど本来の

医薬品もあったが， コシ ョウ，ニクズク，ケ

イヒ，ジャコウなど東および南アジア産のl瞥

好品や香料があった.特にコシ ョウは西欧の

肉食生活上，肉の臭気を消す目的で需要が多

く，非常に高価になっていた.少量で値段の

はることは貴金属につぐものといわれる程で

あった.中世末期の大航海時代，黄金と共に

東洋の生薬類の獲得もその目的の一つであっ

たことは明らかである.はるか後の1498年，

インドに到着したノミスコ・ダ・ガマは持ち帰

った生薬類を，陸路来たものより安く 売っ て，

しかも航海費の60倍の利益をあげたとし、う山.

長崎に来たポノレトカ‘ル人達も生薬を持ってい

たが，東洋では医薬としてのほか薫香料とし

ても用いられたが，あまり大きな需要とはな

らなかったようである.それでも前記アルメ

イダはこれら生薬の取引で、相当な財産を貯わ

えていた3a) このように西欧では噌好品，香

料としての東洋産生薬類に莫大な需要のあっ

たことが，医薬分業成立の一つの大きな原因

であったといえる.すなわち生薬の取引だけ

で独立した職業，薬種商が貴金属商と同様な

有力な職業となり得る地盤があったからであ

る. 8世紀に，既にバグダッドに薬屈があっ

たといわれるのも，またフリードリヒ二世の

医薬法公布の前にも西欧に調剤をする薬局の

あったのも，生薬の大きな需要とその高価の

放に発生したものと思われる.

2. ギルドについて

1297~1444年の聞の種々なキeルドの会員名

簿によると， 70の異なる職業が明示されてい

る7叫.これらの中で薬剤師と薬の卸商が過半

13) 宮木高明 :薬， 41，岩波新書 (1966).

数をしめていた. このことはイタリアでは，

特にフロ ーレンス，ジェノア，ベネチアにお

いては，東洋産生薬と香料取引を彼等が支配

していたことを物語るものである. 1342年の

ギルド規約によると，薬剤師またはスパイス

商人の専売品には 206種以上の異なる商品が

属していた.彼等の取引は当時の，少量で高

価な製品に拡大され，本， ワックス，ローソ

クにまでおよび，有名人の葬儀の指揮さえ薬

剤師が行った.ギルドの内部規制はきびしく，

年に一度は委員が会員を調査し，違反がある

と薬局を没収し，被疑者は職業活動から排除

された.ギルドは現在の組合とは異なり，内

部規制と加入条件をきびしくして会員を増加

させないようにして，既得利益の減少を防ぐ

組織であった. またギルド内の統制は有力会

員の寡頭支配であり，内部には下層会員のほ

か，隷属的職人層をかかえた団体で，多くの

矛盾を含み，政治的に強力な団結組織ではな

治追っtc

ギルドはまた複数に加入することができた.

それ故，有力な会員はいくつかのギルドに加

入し，それらを牛耳ることができたから，経

済力を利用して都市支配者の地位についた.

都市国家の指導権はこのような階層ににぎら

れていたので、ある.また一方，都市の人口を

養うに足るだけの食糧を生産する周辺領域

(コンタ ー ド)14)とよばれる農地をも ってい

た.ここの農民を代表する者は都市に住居を

移し，都市の中にいて周辺領域から穀物を調

達した.イタリア北部に発達した都市国家，

ブィレンツェ，ベネチア，フロ ーレンス， ミ

ラノなどはこのような周辺領域を持つ都市国

家であって，農民をも支配するギルドの上層

部により政治が行われていた.中世までのイ

タリアにおける先進地帯は南イタリアとシシ

リーであったが，この方面の都市国家は，国

王権力が強くて北部のようには発達しなかっ

たと思われる.南部の主な都市はシシリー島

のパレルモ，メッシナ，南イタリアのナポリ，

14) 清水広一郎 :イタリア中世都市の研究， 32，岩波書庖(1975).
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サレルノなどであった.

3. 薬剤師と医師の相対的関係

13世紀から19世紀にわたって，薬剤師が医

師を雇ったり，医師が薬剤師を雇ったり，あ

るいは薬剤師と医師が共同の商社を作ること

ができた7b) 中世をかなり下っても医師の上

層部は侍医をつとめており ，学者と同様，医

師の開業はまだ蓄財の手段になっていなかっ

た.薬剤師は生薬その他の商品を販売する商

人であったが，対症投薬はできたであろう.

かなり後になっても医師と薬剤師が同一キツレ

ドに結集していた地方もある.また外科医は

一段下とみられ，理髪業者と同じギルドを作

っていたことは現在の理髪業の商擦が示して

いる.医科大学とよばれるものは早くから存

在していたが，開業するには医師キソレドに加

入する必要があった.16世紀の 1例であるが，

確率論を開拓したカルダノ15)は医学を修め，

パデユア大学から医学博士の学位を得， ミラ

ノで開業しようとしたが，医師会への入会が

認められず，開業できなかった.そのため市

外の寒村で開業したが，暮しは貧乏であった.

彼は賭け事をするので医師会から敬遠され，

庶子であることを理由に入会を拒否されたと

いう.当時，一般に庶子が差別されることは

なかったから，賭け事にこって，その理論を

展開したことが医師会から白眼視される結果

となった.このように医師が開業しても，場

所によっては貧困となったので、ある.ホメオ

パシー16)の理論を開拓したノ、ーネマンは，こ

れを普及させて大いに財をつんだというから，

医業が確実に蓄財の手段となるのは18世紀に

入ってからのことといえるであろう.

以上のように13世紀頃までの医師は学者と

して通用 したが，現在のように蓄財できる立

場にはなかった 一方薬剤師は数も多く，生

薬の取引が大きな利益となって財政的に富裕

で止らった. また生薬の取引とそれから製剤を

作ることは，生薬の真偽の鑑別，有効成分を

そこなうことなく抽出する技術など，学問と

経験を必要とし，学問としての薬学の発展を

みるようになって，医師と並んで学者として

の地歩を固めるようになった.

13世紀の西欧においては，薬剤師あるいは

医師でも，東洋産生薬を取扱うのが経済的自

立の手段であり得た.そして現在とは異って

侍医を上層部とする医師より，薬剤師あるい

は薬種商の方が経済的発展の可能性をもって

いたのである.このことは薬剤師が税負担の

大きな可能性を持っていたということになる.

この点も医薬分業成立の条件のーっと考える

ことヵ:で司きる.

4. シシリー島の社会的地位

イタリアは1870年， ガリパノレディによって

統ーされて以来100年の課題としての南北問

題をかかえている.南の低所得，未開発，旧

態農業と，北の巨大資本，高度成長経済に由

来する近代工業との聞の諸格差の問題である.

この関係はしかし比較的新しく発生したもの

であって， 中世までは逆に南が先進地域であ

った.

ローマ帝国は地中海沿岸を征服 して西欧世

界を統ーした古代帝国である.その頃の地中

海は世界の海であり ，その制海権をにぎる者

は世界の軍事，政治，経済を支配することに

なった. その地中海の中央部に位置するシシ

リー島と南イタリアはそれ故に阜くから聞け

たので、ある.それはシシリ 一人にとっては苦

難の歴史であり、ギリシャ，サラセン， ロー

マ，ノノレマン， ドイツと次々に侵略者の植民

地となり，圧政の下におかれた. ローマが網

の輸入を防ぐため，蚕の密輸入に成功したと

き，まずシシリ ーで養蚕がおこり，さらにシ

シリ ーとスペインで養蚕と絹工業が起こった.

15) フローレンス ・N・デイピッド著，安藤洋美訳 :確率論の歴史， 48， 63 海鳴社 (1975).

16) ゲノレハノレト ・マダウス著，山岸晃， 長沢元夫訳 :ドイツの植物療法， 46~77 ， 日本古医学資料セン

ター (1974).
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このように外来の文化が真っ先にうえつけら

れたのである.シシリー島はその後も東西文

化の交流点となり，ながく文化の先進地域を

なしていた.中世のフランス，イギリス， ド

イツなど，現代文明を展開した諸国はまだ未

聞の状態に止まっていた.このようなわけで

シシリー王国はローマ法王庁と共に中世世界

の中心的地位にあった.その故にこの地で始

めて医薬分業令が出されたのであり ，それは

当然のことであったといえる.

5. フリードリヒ二世の生涯

ドイツ国民からもっとも偉大な英雄として

親しまれている国王にフリードリヒ一世があ

る.その子ハインリヒ六世とシシリーの王女

コスタンツアlりとの聞に生れたのがフリード

リヒ二世で， 一世の孫に当る.中部イタリア

のイェ ージで生れ，南イタリアで育ち， ドイ

ツとは異なる環境にらって，独特の性格をも

つに到った. 4才のと き，法王を後見人とし

てシシリー王国の王位につけられ，後ドイツ

国王に選出され，さらに神聖ローマ帝国皇帝

の称号を受けた.

中世ヨーロ ッパの封建制とわが国のそれと

の間にある特徴的な差は，西欧では王位が世

襲とはきまっていなかったことである.これ

は多分にキリスト教の影響によるものと思わ

れる.カトリック教の神父は結婚しなし、から，

法王や司祭の世襲はあり得ず，選挙あるいは

推薦によるほかない. ドイツでは国王は代々

諸候の中から選出されていた.それ故，国王

になっても次に誰が国王になるかわからない

ので王権をのばすことには消極的となり，も

っぱら自領の強化に力を注いだ.また何かの

処罰で諸候の領地を没収しても，国王はこれ

を王領とすることはできず 1年以内に誰か

を再封しなければならず，王権の強化に利用

することはできなかった.このような状況の

中でフリードリヒ二世は国王としてドイツに

赴くが，結局反乱が多く，諸候や教会にせま

られて譲歩を重ね，長子も諸候に味方し，二

世はドイツ国王でありながら， ドイツ圏内で

は威令は全く行われなくなった.

1220年， ドイツを去ってシシリ ーに帰った

二世は， 王国内の独立的傾向を強めていた封

建領主層を抑えて支配を強めると共に， 1189 

年以後に発行されたあらゆる特許状を返納す

るよう命令し，同時にここ30年聞に国王の許

可を得ることなく築かれた城砦をとりこわさ

せた.さらに封建領主は結婚や封の相続に際

しては国王の同意を必要とするよう改めた.

これはドイツの諸候に手を焼いた二世が，そ

の失敗をくり返さないよう配慮した結果と思

われる.

フリードリヒ二世の生涯をさーっとみると次

のようになる.法王イノケ ンチウス三世が彼

をシシリーの王位につけたのは，自分の意の

如く支配するのが目的であった.法王の代も

変り，二世がシシリー王国内を固めると，時

の法王グレゴリウス九世は脅威を感ずるよう

になった.そこで前法王に約束してあった第

5次十字軍の出陣を要求し，1227年にはその

不履行を理由に破門した.二世は破門された

まま，翌々年出征し，策略を用いて一戦も交

えることなくエルサレムを回復して自らその

国王を兼ねることにした.帰国して1231年，

有名な国法典「皇帝の書」を制定した.1237 

年には， 北部ロンパルジア同盟の市民軍を破

ったが，法王と同盟の結合はくずれず，都市

は法王派と皇帝派に分れて戦乱は続いた.法

王はドイツとシシリ ーの両国を支配する二世

が， ローマを挟撃することをも っと も恐れた

が， ドイツの諸候は独立状態になっていて兵

を動かさず，すべての軍費はシシリ ー王国の

負担となった.このようなことも税の増収を

考えなければならなし、から，医薬分業に間接

的に作用したといえる. 二世は武力による統

ーを果さず，1250年12月，南イタリアのフィ

オレンティーノ城において，戦半ばで病死し

17) Costanza d'AltaviJla (1154-98)，清水は前出(9)においてコンスタンツエ Konstanze(1146-1198)と

かいている.
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た.

6. フリードリヒ二世の制度と文化政策

フリードリヒ二世の皇帝の書は， ローマ法

に基礎をおき，ノルマンとイスラムの強い影

響下に法制を整備したものであった.その特

徴は皇帝権を絶対のものとしたことである.

官吏を養成して国民を直接支配しようとした

ところは，近代絶対主義国家の先駆ともみえ

るが，本質的にはビザンツ，ノルマンの伝統

をつぐ専制国家で，目標とするところは地中

海帝国， ローマの再建であった.

フリードリヒ二世は首都をシシリー島のパ

レノレモにおいていた. ここはサラセンとの交

通も療で，国際都市となっており，二世自身

も数ヶ国移に通じていたといわれ，宮廷は国

際的性格をそなえていた.彼は文化の興隆，

文学の発展に力を貸しさらにナポリに壮大

な大学を建設してボローニア大学に対抗させ

ようとした.これら文化的事業費も，戦費と

共に歳出を莫大なものとした.

7. 税制と医薬分業令

上記のようにフリードリヒ二世は莫大な費

用を必要としたが，これをまかなう税制をみ

ると次のようになる.関税は国境税のほか徴

収しなかったが，塩，鉄，網は国家の専売と

した.また商業と産業を国営とし，諸候を抑

え，官吏を派遣して国民を直接支配する体制

をと った.税収のうち80%は都市から入った

という.その頃，フランスのルイ九世は全税

収の40%を都市から得ていたから，二世のこ

の率は，都市にと って決して楽なものではな

かったであろう.このような訣求の結果とし

て，かつての先進地域が現在の後進地帯に転

落させられたので-はあるまいか.

農村組織の実例はフィレンツェ 14)の記録で

あるが，南部と大差はないであろう.都市周

辺のコンタードにおいてはプレプスなる軍事

組織が徴税組織を兼ね，住民すべてが兵士と

なる義務と物資の調達に協力するよう命令さ

( 13 ) 

れていた.そこの代表レクトルは都市に住み，

農民の支配者であり，穀物の供出を保証して

いた. コンタードの外の農民は自立的で， コ

ムーネを作っていたが，ここへ中央から役人

が派遣された.小作人に対する地主の権利は

コムーネが保護した.戦があると農民は兵士

として従軍し武装は自弁で，戦死するとそ

の農家は没落した. こうして農村は疲弊して

いったのである.

このような農村事情があるから，農村から

莫大な税を徴収することはできなかった.い

きおい新興の都市から徴収するほかない.こ

のとき高価で売行のよい東洋産生薬類の取引

が有望な税源として注目されるのは当然であ

る. これを取扱う医師，薬剤師，薬種商，ス

パイス商のうち，医師の上層部は侍医となっ

ているため徴税の対象とならず，下層の開業

医は，医業のみでは蓄財できる立場になかっ

た.そこで生薬類取引を薬剤師集団の専売と

して税収をはかったものと思われる.このと

き不利を蒙る医師は中，下層のみであり，彼

等には生薬取引専業に転ずる可能性もあって，

抵抗なく受け入れられたと思う.結論として

医薬分業は医療のためとか，患者の利益では

なく，東洋産生薬取引という，有力な財源に

対する政治的，財政的な理由から，そして徴

税上の使宜から発令されたということになる.

薬剤師キ・ルドの活動もあったのであろうが，

二世の死後もいくつかの国で分業が受けつが

れたのは波乱の費用をまかなう意味があっ

たと考えられる.なお二世の医薬法は1231年

の皇帝の書の中に含まれているが，医師の薬

局所有を禁止したのは1240年の追補において

である.それ故，医薬分業令は1240年の発令

とされているのである.分業の動機はどうで

あれ，それが成立すると医師は診断と治療だ

けで身を立てな《てはならないから，医学研

究を深めて対応するよう強制される.一方薬

剤師に対しては豊かな財源を与えて，薬学独

自の研究を可能ならしめ， 化学の発展の基礎

を作り，現代医薬品開発の原動力となったの

である.

フリードリヒ二世の皇帝の書は全般にわた



って国民のためのものでなかったことは，都

市の反乱から推定できる.二世が戦の最中に

病死すると，その直後に首都パレノレモで暴動

が起こるのである.二世の死後20年でシシリ

ー王国のドイ ツ支配は崩壌し，フラ ンスから

植民地支配者が入って来た.そして首都をナ

ポリに移したが，二世の布いた制度はそのま

ま残し，さらに増税に利用した.そして1280

年の，シシリーの晩鐘とよばれる大暴動によ

って，烏内にいたフランス人はほとんど殺さ

れ，フランス支配は一挙にくつがえされたの

である.二世の法制は医薬分業を含め，支配

者に便利なものとして以後多くの国王が手本

として受けつぎ，分業もそのーっとして普及

したと考えられる.

二世の活躍した時代の西欧は法王権と皇帝

権の二つを軸として動いていた.その一つの

皇帝権は二世の死によって消滅し，ついで法

王権も間もなくフラ ンス王の武力に屈服して

政治的支配の舞台から姿を消すことになった.

二世の制度は近代国家の形式をとっていたが，

古代中央集権体制にすぎなかった.当時，ア

ルプスの外，フランス，イギリスなどでは民

族国家が形成されつつあったのに，二世は自

分の民族的根拠地ドイツを放棄して，異民族

の上に摘民地的専制政治を行い，古代の地中

海帝国， ローマの再建を夢みていたのである.

これは歴史に逆行する時代錯誤の政策で為っ

たというほかない. この混乱と激動の中にあ

って，東洋産生薬類の取引は，莫大な利益の

得られる商品として課税の対象として乱世の

支配者達から注目され，商人でも産業人でも

ない医師が取引するのを禁ぜられ，税増収の

目的で薬剤師の専売になったといえる.

現代との対比

現代の医薬分業の気運は，医学と共に薬学

も長足の進歩をとげ，臨床検査その他の技術

も多岐にわたり，医師一人ではすべてをカバ

ーすることができなくなり，診断さえ複数の

医師を必要とするよ うになって，医師が薬剤

の責任まで果し得なくなったことから起こっ

ている.医療上の必要から分業が考えられる

ようになった.医薬分業の社会的要求が発生

したのである. しかし医療は一つの大きなシ

ステムであり，経済上のファクターと共に健

康保険を通して行政が強くからんでいる.中

世の西欧では，東洋産生薬の取引という一本

の太い柱があり，徴税とし、う政治的要求と重

なった.当時の医師団は結束も経済力も弱か

った上に，国王権力は絶対的なものへと確立

されてゆく過程にあったから，上からの分業

令は医師側の抵抗にあうことなく浸透するこ

とができた.現在では医師の政治的，経済的

力は巨大となっているのに薬剤師の力は微々

たるものである.製薬メーカーおよび流通機

構をにぎる資本の系列も複雑に入り組み，こ

れに医療保険のひずみもからんで‘混托たる状

況である.このままで、分業を強行すればメー

カーの寡占の方向にゆくことが予想されてい

る18) 一方薬剤師の任務は臨床薬学だけで、は

なく .r食品衛生， 環境汚染など早急に国民

生活に必要な活動は今の薬学教育の枠内でも

実行できることであり ，このようなことを通

して開局薬剤師が地域のなかの保健担当者と

して健康と生活を守る」ために努力してゆく

ことが，医薬分業を国民にとって有効なもの

として実施する基盤を作ることになろうとの

見解も出されている 19) 医学，薬学の内容の

拡大化と社会の複雑化の中にあって薬害の多

発，環境汚染の深刻化の前に薬学はどう対処

すべきか.医薬分業と共に重大な局面に立た

されてている.歴史の進む方向，それは人権

拡大，人間尊重の方向である.医薬分業のみ

ならず，医療システムそれ自身がこの方向に

すすまなくてはならないし，好余曲折はあっ

ても必ずその方向に進むであろう .

18) 川上武 :医療と人権 196.244 効草書房 (1976).
19) 小坂富美子，ジュリスト 548(臨時増刊号〕医薬分業の今日的課題 198(1973). 

( 14) 



薬史学雑誌

12 (1) 15 - 18 (1977) 

「張苗薬対」に関する研究

後藤志朗

Studies on “Zhang Miao Yao・dui"，a book of Chinese Materia 

Medica written in the 3rd Century. 

Shiro GOTO 

The compilers of“Jia・youBen-caoぺLinYi and some confucians， cited the contents 

concerning the effect of drugs from “Xu Zhi-cai Yao・dui"for the first time. But they 

did not perceive that “Xu Zhi-cai Yao・dui"had included “Zhang Miao Yao-dui". Five 

years after compilation， they revised “Qian-jin・fang". At this time they could find 

“Zhang Miao Yao・dui"

我々が現在見る事のできる古本草には，

「経史証類大観本草」や「重修政和経史証類

備用木草J(これらを以下「証類本草」と略す〉

があり，本草書の古体を留めた最も権威ある

ものと見倣されている.これは，掌同錫，林

億らが嘉祐六年 (1061年〉に完成した「嘉祐

補注神世本草J(以下 「嘉祐本草」と略す)と，

七年 (1062年〉に刊行された「図経本草」を

元にして作られたものである.

「嘉祐本草」で引用された薬物書の中には

「薬対」も含まれている 編纂にあたった儒

者達は，この 「薬対」を徐之才が著わしたも

のと断定している. 1"証類本草」巻ー序例上

の 「臣1喝錫等謹按徐之才薬対………」の総論

に相当する部分と，巻二序例下の「臣鴎錫等

謹按薬対」の各論に相当する部分では，記載

の表現や内容に相違があるにもかかわらず，

「嘉祐本草Jや 「証類本草」では，その相違

を指摘していないので， その後の人達は，

「薬対」を徐之才が著わしたものと思いこん

でいる。 (この各論に相当する部分は， 既に

論述した1).) 

「嘉祐本草」で引用された 「徐之才薬対」

の総論に相当する部分が，唐の孫思遊の「千

金方」巻ーの処方第五にも引用されている.

これも徐之才のものと一般に解釈されている.

けれども 1"徐之才薬対」の各論に相当する

( 15 ) 

部分も， 1"徐之才」と L、う名前も，1"徐之才薬

対JとL、う名称も， 1"千金方」には記載され

ていないので，これをすぐに徐之才の文章と

することには疑問が残る.これらの矛盾に思

いあたれば， 1"嘉祐本草」の 儒者達が徐之才

の文章と断定したことを検討してみる必要を

理解することができるであろう.

1 

「嘉祐本草」とは，嘉祐二年 0057年)，北

宋の仁宗皇帝の勅命によって「開宝重定本

草」を増訂したもので， 嘉祐六年 (1061年〉

に完成し，皇帝より名を賜わったものである.

この作業に従事したのは，太常少卿直集賢院

の掌同錫，職方員外郎秘閉校理の林億，殴中

丞秘閣校理の張洞，同じく校勘の蘇頭，光禄

寺丞の高保衡らの儒者達であった.彼らは，

北宋の後期における国家事業としての医薬

書の校正の際の 中心人物であり， 治平二年

(1065年〉に「傷寒論J，三年 (1066年〉には

唐の孫思遡の「千金方」の校正刊行もおこな

っている.

彼らの校正態度は，次に示すその序文から

うヵ、ヵ:うこ とヵ:で、きる.

「今，開宝重定の本を以て正と為す.其の

分布の巻類 ・経注は雑緩し，間 (まじ)うる



に朱墨を以てするは，並(とも)に旧例に従

って復とは盤改せず，凡そ補注は並(とも)

に諸書の所説に拠るも，其の意義に旧文と相

参(まじ〉わる者は則ち刷削に従(よ)り，

以て重複を避く，其れ旧より巴に著見すれど

も意いまだ完ならず，後の書に復言うものあ

らば，また具にこれを存し，詳にして暁(さ

と)し易からんことを欲す.仰ち条毎に並べ，

朱を以て其の端に書して臣等謹みて某書を按

ずると云い，某事を云う.その別に条を立て

るものは則ちその末に解して，某書に見ゆと

云う.J 

即ち r開宝重定本草」を改定することを

目標とするが，構成や形態をかえることはし

ない.又「臣等謹みて某書を按ずる」と白字

で，細字双行の注をつけたところは，実際に

その書物を調べて，r唐本草Jr萄本草Jr開
宝本草」などで不完全な引用をしてある場合

に，完全な記述にするために補充した部分で、

あるといっている.その上に，旧本草の内容

を増補できる書物， r薬対Jr薬性論Jr日華

子諸家本草Jr四戸本草Jrl刷繁本草」などの

薬物書を悉く参照し，その内容を記載してい

る.校正に際しこれほどまでに慎重を期し

た本草書は， これ以外にはないので r嘉祐

本草」の注は最も貴重なものということがで

きる.又，治平三年 (1066年〉に校正刊行さ

れた「千金方J(これを「宋校千金方」と略

す)に対する林億らの校正態度は，次に示す

序文からうかがうことができるし， r真木千

金方町や「新居住孫真人千金方8)Jと対比させ

ることによって確められる.

「内府の秘書，道蔵の別録を探り，公私の

衆本をあまねく捜訪し，その枇謬を正しそ

の遺侠を補い得た.文の重複を削り，事の不

倫なものは之を絹して編次類家し，一月にし

て綱領は完成した.しかし文義になお疑あ

れば，各種の書を用いて本をつまびらかにし，

以て末を正した」とある.

日本では，一般に儒者達の校正を悪く言う

人が多い.特に「傷寒論Jの校正については

儒者がかつてに改変させてしまったなどと言

っている.けれども彼らの書物に対する校正

( 16 ) 

態度は，伝承聞の誤りを正すことであり，か

つてに改変したりするのではない.彼らの校

正は徹底的であると同時に，一字を改めるに

も必ず拠るところがあったことは彼らの書い

た序や凡例で、あきらかである.

「嘉祐本草」の時には，儒者達が 「薬対」

を徐之才が著わしたと思っている事は r薬
対」についている彼らの解説「北斉の尚書令

の西陽王徐之才撰す」からわかる。

2 

「嘉祐本草」の編纂をおこなった儒者達が，

その後，英宗の治平三年 (1066年)に 「千金

方」の校正刊行をおこなっている.この校正

作業に際し彼らは，張苗の「薬対Jを見てい

た事が彼らの序(新校備急千金要方序)より

わかる. r方は倉公の禁， 仲景の黄素，元化

の緑秩，葛仙翁の必効，胡居士の経験，張苗

の薬対，叔和の肱法，皇甫誼の三部，陶隠居

の百一，その他，郭玉，w，在，僧坦，院痢を

採る.上は文字の初めから，下は隔の世にい

たるまでの経方を採掠せざるはなし.諸家の

秘要とする所を集め，衆説のいまだ至らざる

所は捨て去り，書一部を成す.すべて三十巻，

目録1篇である」とあり，張苗の「薬対」は

明記されているが r徐之才薬対」という名

前は記されていない. そして r千金方」を

校正した時に始めて， r嘉祐本草」で「徐之

才薬対Jの総論の部分と思われている箇所

「夫衆病積緊………」の頭に「薬対日」の文

字が林億らによって付け加えられた.このこ

とは，宋の儒者達の校正を経ていない「千金

方J， 例えば「真本千金方」や静嘉堂の「新

難孫真人千金方」で確認することができる.

唐の孫思遜の「千金方」巻ーの官頭の大医

習業という章には r凡そ大医になるには，

必ず素問，甲乙経， 資帝針経，明堂流注，十

二経肱，三部九候，五臓六肺，表裏孔穴，本

草，薬対，張仲景， 王叔和，院河南，活東陽，

張苗，斬部らの諸部経方を暗請すべし」と名

医になるための必修の事項が列記されている.

そして，ここでは「薬対」も「張苗」も取り



上げられているのに. i徐之才薬対」 や 「徐之

才」の文字はみえない.

「徐之才薬対Jは.i嘉祐本草」であれほど

重要視されていたにもかかわらず，ここに記

載されていないのは不思議な事である. i嘉

祐本草」編纂の時に用いた引用文献に 「徐之

才薬対」はあるが i張苗薬対」は記されて

いない.

儒者達は. i嘉祐本草」の編纂の時には「張

苗薬対」を見ていないが「宋校千金方」の時

には「張苗薬対」を見ているのが問題点なの

である.

3 

「宋校千金方」で始めて儒者達によって冒

頭に「薬対日」の文字が導入されたが，その

内容にあたるものは，次のようなものである.

「薬対に日く，それ衆病の積豪は，皆鹿より

起こる.虚は百病を生ず.積とは，五臓の積

むところ.爽とは，六舶の繋るところ.これ

らの疾は.多く旧方に従って，増損を仮りず.

虚にして労する者は，その弊は万端なり，よ

ろしく病に随って増減すべし古の普く医を

なす者は，皆自ら薬を採り，その体性の主る

ところを審らかにしその時節の早晩を取る.

早ければすなわち薬勢いまだ成らず. 晩けれ

ばすなわち盛勢すで十こ歌(つ) きる.今の医

をなすものは，自ら薬を採らず，かつ節気の

早晩を委(ゆだ〉ねず，又冷熱の消息，分量

の多少を知らず，ただ療病の名あれども，永

く必ず愈ゆるの効なし.これ実に浮惑なり.

いささか復たその冷熱を審らかにして，その

増損の主るを記するのみ.

虚労而苦頭痛復熱，加拘杷萎義

虚而欲吐，加人参.

虚而不安，亦加人参.

虚而多夢紛伝，加竜骨.

虚而多熱，加地黄牡瞬地膚子甘草.

虚而冷，加当帰考窮乾萎.

虚而損，加鍾乳腺刺肉葎蓉巴戟天.

虚而大熱，加黄本天門冬.

虚而多忘，加夜神遠志.

( 17 ) 

虚而驚停不安，加竜歯紫石英沙参小草.冷則

用紫石英小草.若客熱即用沙参竜歯.不冷不

熱無用之.

虚而口乾，加麦門冬知母.

虚而吸吸，加胡麻覆盆子柏子人.

虚而多気兼徴抗加五味子大夜

虚而身彊腰中不利，加磁石杜仲.

虚血多冷，加桂心呉茶貰附子烏頭.

虚而小便赤，加賀2F.
虚而客熱，加地骨皮白水賞者

虚而冷，用撤西賞番.

虚而淡復有気，加生委半夏本只実.

虚而小腸利. 11日桑蝶蛸竜骨難肱腔.

虚而小腸不利，加夜苓沢潟

虚而溺白，加厚木卜.

諸薬は，一つに一つを歴(えらん)でこれを

用いる，ことはない.ただ，体性の冷熱に拠っ

て，的(ひと〉 しく相主対す.いささか増損

の一隅を叙ベる.処方に入れるはよろしくこ

れに準ずベし」と記載されている. (真本千

金方，新離孫真人千金方，宋校千金方，証類

本草の聞には多少の字の異同があるけれども

形態や内容には影響はないので，ここでは宋

校千金方を用いた.)

「雷公薬対4)Jの記載形式は次のようなも

のである.

甘草 7ft乾漆苦参為之使，悪遠志，反甘遂大

戟完花海藻四物亦皆反

人参 夜苓為之使，悪漫疏，反護産

「徐之才薬対」の記載形式は次のようなも

のである.

風舷

奇 襲 温臣

防風微温 主頭舷願倒大風湿痔巨

人参微温 主頭舷転君

この様にこれらの 「薬対」の記載形式は，

あきらかに異なったものであり i薬対日」

以下の文は，総論と各論とに別れており，

つの独立した文体を構成している.



4 

「宋校千金方」の「薬対日」以下の内容は

次のように考えられる.

この捉え方は，惰の巣元方の「巣氏諸病源

候総論」巻三 ・四の虚労病諸候の症候に類似

したものであると思われる.人聞の身体 ・精

力が衰弱すると色んな病気を起す.つまり傷

寒や中風のような急性病に対する捉え方でな

く，慢性病に対する捉え方で五臓六鵬に変調

をきたし病気になる.その時に生ずる症状

に薬物が対応されている.薬の冷熱による薬

物の使い分けがされている.そしてこの考え

は i神農本草経」の序録に記されている寒

熱温涼のことで，薬物が対症療法的に用いら

れることを示している.又，旧処方はそのま

ま用いて， これらの症状が現われている時に

それに対応する薬物を加えればよい結果にな

るといっている。このことは，この「薬対」

が，内容は少ないけれども十分に活用できる

ことを示している.このように薬物と症状と

の関係を論じたものを「本車」と呼ばずに，

「薬対」と呼ぶのは， この内容が口訣的要素

を持ったものであったからであろう.

林億らが 「宋校千金方」の際に「張商薬

対」を見た形跡は，はっきりしている.しか

も他の「薬対」と内容が違うことから考え併

せても，彼らがこれを張苗と見たこ とは，十

分納得できる.

張苗は西晋 (265-316年〉の名医で，その

名は陶弘景の「本草経集注」の序録にもみえ

る.六世紀の北斉の徐之才が，張苗の文章を

引用したのは，薬物に対する捉え方が同じ思

想に基づく ，つまり対症療法とみている所に

起因するからである. しかし記載のされ方

は非常に異なっている.

結論

1. i宋校千金方」巻ーの「薬対日」 以下の

文章は「張苗薬対」のものであると考えられ

るので， i証類本草」巻一序例上の「徐之才
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薬対」なる語は 「張商薬対」と見倣した方が

よL¥ 

2. 我々が先に論じた「雷公薬対」および

「徐之才薬対」と，この 「張苗薬対」は，そ

の表現や内容に明らかに差が認められるので，

それぞれが別人によって記述されたと考えら

れる.

3. 張苗なる人名は，陶弘景，孫思遡の著書

にすでに見出せるが i張苗薬対」は，宋代

の儒者 ・林億らが 「千金方」を校正刊行する

際に，恐らく宮中の書庫から発見して使用し

たのがその内容を知りえた最初であり，その

後， この書を見た人はいないであろう.
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薬 史 学 雑 誌

12 (1) 19 - 27 (1977) 

東京大学薬学部百年史考

一 近代薬学教育・研究の源流 ー

根本曾代子*

Relating to the Centennial History of Faculty of 

Pharmaceutical Sciences， University of Tokyo 

-The Origin of the Pharmaceutical Education 

百年の意義

日本が国際的に速やかに近代国家として進

出する歴史的変革期において，様々な内外の

要因が錯綜する明治10年 (1877)， 有能な指

導者養成を目的とする我が国最初の近代的総

合大学として，東京大学が誕生してから，本

年，昭和52年 (1977)4月12日は， まさに意

義ある創立百年を迎えたのである.

そのi臨時に属する薬学部は，薬学教育，研

究の進歩発展の中枢的役割を果たし，国民の

保健衛生の向上普及に寄与し，製薬工業興隆

の推進に助成するなど，近代日本の薬事文化

に貢献した百余年の歴史の跡づけを再認識す

ると共に，本稿は基礎を確立した初期の素描

にとどめた.

東京大学の起原は，明治10年 2月19日，時

の東京開成学校綜理加藤弘之が，本校は内容

的にもユニヴァーシティと称してもよい程に

充実してきたから，改組してはどうかとの意

見書を文部省に提出したことに始まる.これ

を受けて文部省は 3月24日付で，次のような

伺書を太政官に提出している. r東京開成学

校は法学，理学，文学の 3科を合せ，東京医

学校は医学の 1科を以て成立するものにして，

*日本薬史学会.

and Studies in modern Japan-
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Soyoko NEMOTO 

今後両校の名称を改め，各科を包括して，東

京大学と唱うるよう致し度き旨伺候也J.

太政官はただちに 「伺書の通り」として承

認したので，文部省は4月12日付で学校当局

に対し， 神田一橋の東京開成学校と， 本郷

(現在構内)の東京医学校を合併して，東京

大学を創立し，法学，医学，文学，理学の 4

学部の設置を通達 したので、ある.かくしてこ

の日 4月12日をも って本学の創立記念日と

制定(明治18年) されたのである.

それから百年後の現在は，10学部に領域が

拡大されている.薬学部の成立は，昭和33年

(1958) 4月1日，医学部薬学科が独立して，

薬学部薬学科が創設されたので，薬学部とし

ての歴史は浅いが，医学部と並進した薬学科

の来歴は長いのである.

すなわち同じ年の昭和33年 5月7日，創立

百年を迎えた医学部の発端は，百年前の安政

5年(1858)5月7日， 江戸の蘭方医80余名

が，開国の転機に際して共同出資 し，西洋医

薬学研究を目的とする種痘所を開設したこと

に由来している.幕府は万延元年 (1860)7 

月，種痘所を接収し，翌文久元年 (1861)西

洋医学所と改称した.幕末の動乱の中で変遷

を経て，明治維新に至るのである.



ドイツ薬学の成立過程

幕府が崩嬢して，政権を掌鐘した新政府は，

早く も慶応、4年0868年 9月8日明治と改元〉

3月7日[""西洋医術の儀是迄止め置かれ候

へ共， 自今其所長に於ては御採用あるべく 仰

せ出 され候事」と布告を発している.

政府要人はかつては嬢夷を倒幕の目標とし

たが， 既に近代科学の 優越性を 会得してお

り.特に西洋医術は実際に確めて評価してい

た. 維新戦争の際， 漢方医が傷兵の手当て

を拒否したのに対し， 英国外科医ウ ィリス

W. Willisが率先して，軍医と して的確な処

置を施したことが直接のきっかけとなった.

政府は旧幕の西洋医学所を医学校として管

轄下に置き，ウィリスを医学校教師兼附属病

院医師に任じたため，従来のオランダ流と共

に， 一時期イ ギリス流医薬学が行われた. し

かし学制改革によ り， ウィリスは約 1年半で

鹿児島医学校に転勤を命ぜられた.

過渡期における学制の試行錯誤を物語る資

料として，明治4年 (1871)に発行された我

が国公定薬局方の先駆をなす「軍医察局方」

(陸軍々医寮)は，オランダと英国の薬局方

を参照したもので，翌 5年発行の 「海軍軍医

寮薬局方」は，英国薬局方を基準にしている.

これより先，政府は急を要する近代化政策

を積極的に進める手段として，欧米先進諸国

から，政治，経済，教育，文化その他， 各層

の専門家を多数招き，その直接指導によ って，

先進文化を消化吸収する閣議が決定された.

医学教育の方針については，医道改正御用

掛の相良知安が，オラ ンダ，イギ リスの恩誼

を顧慮する政府高官を説得して， 日本の将来

のため，当時世界に冠絶するドイツ医学を主

張した.政府顧問のオランダ生れのアメリカ

人フルベッキ G.F. Verbeckも相良説を支

持したため，幕末長崎でフルベッキに師事し

た伊藤博文，大隈重信らがこれに同調して，

ドイツ医学を範とす要項が策定された.

ドイツ人教師雇い入れに関 しては明治3年

(870) 2月，政府と ドイツ公使 vonBrandt 
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との間で， 大略次のような内容の定約書が取

り交わされた.

1. ドイ ツ国医師2名を 3年の聞大日本政府

にて相雇い侯事.

1. 月給は 1等の医師 1カ月メキシコ洋銀6

百枚 2等の医師に 3百枚支払うべく候事.

1. 2人に相当の住宅を相渡すべき事.

但し，食事その他召使は自弁の事.

1. 日本へ渡航及ひe帰国の節は，洋銀 l千枚

宛相渡す事.

1. 1等の医師は日本東京医学校教頭たるべ

き事.

注:メキシコ銀1枚は，当時の貿易貨幣で，邦
貨の約 1円に相当する.

ところが人選が決まった段階で，普仏戦争

(1870-71)が起り，両軍医は従軍 して日本

赴任が遅れたため，その聞の補充として，旧

幕の長崎医学所教師であったオランダ人ドク

トル ・ボードイン A.F. Bauduinと， 在米

ドイツ人ドクトル ・シモンズ Simmonsが招

かれた.

一方，政府は明治3年10月，留学生制度を

設け， 医学校の学生中から，徳島藩医長井長

義ら10数名が選抜され，医学修業のため，ベ

ルリ ン大学留学に派遣された.長井は予科課

程で， ドイツ化学界の第一人者， ホフマン教

授 A.W. von Hofmannの化学の興味に惹

かれて，医学から化学に転向し， 13年間ドイ

ツに踏み留まり ，日本における有機化学の権

威となる研績を積み重ねる.

このとき大学南校(開成学校の旧称〉から，

柴田承桂，熊沢善庵らが化学研修のため，ベ

ルリン大学留学を命ぜられた.ホフマン教授

同門の柴田， 長井留学生は，ヨーロッパ視察

中の長輿専斎と親交を結び，ともに薬学の先

駆者となる機縁が結ぼれた.

そのころ年少組の下山I1慎一郎，丹羽藤吉郎

らは，南校のドイツ語科で， ドイツ人教師か

ら理化学を学んでいた.

ひるがえって，過渡期における試行錯誤は，

進歩発展への不可避の過程であろうが，文教



政策も目まぐるしく改変を重ねていった.明

治4年 (1871)7月18日， 大学を廃して，文

部省を設置すると共に，教育行政事務を担当

し，大学東校及び同南校は，単に東校，南校

と改称された.

同年8月23日， ドイツから医学教師とし

て， 陸軍々医正少佐ドクトル ・ミュルレル

L. Muller (外科)と， 海軍々医正少尉ドク

トル ・ホフマン J.E. Hoffmann (内科)が着

任した.

Mullerの回想録 (Tokio19aku 1888年)

によると，神田和泉町にあった広大な大名屋

敷跡の医学校の第一印象は，教場も病院も不

備で不衛生きわまるもので， 300人余りの生

徒は年齢も学力もまちまちで，授業も不規則

で雑然としていたという .

ドイツ語の理解度も充分とは言えず，学校

当局との折衝に際 しでも，意思の疎通を欠く

場合は想像に難くない.早くも着任 1カ月後

の9月末には， ミュルレルらの指示に従って，

前近代的な教育内容を， ドイツの医科大学方

式に一新するため，学校を一時閉鎖して，全

員を退学させた上，改めて14歳から19歳まで

に制限した入学志願者の学力試験を行い，予

科(語学力に応じて 2年または3年)60名，

本科 (5年)40名が入学を許可された.

その間，学内の設備改造が行われた.教室

の障子やふすまが輸入品のガラス戸に取り替

えられ，床に座って聴講していた授業形態が，

机と腰掛式に変わり，冬は火鉢をやめて，こ

れも舶来のスト ープが置かれた.生徒の服装

も，帯万の侍姿から洋式の制服と靴に変った.

全寮制で，生徒は昔ながらの下士長屋を多

少改造した寄宿舎に収容された. しかし食事

は生活程度の低い当時の水準に比較すると，

洋風で栄養に富んだものであった.これは日

本人の体格が欧米人に対比して劣り ，特に青

少年層の脚気や結核の権病率が高いのは，粗

食によるとのホフマンの進言によって，寮の

食事の改善が行われた. 一般にまだ肉食を思

避する旧習が根強く残り，鶏卵の食用もまれ

であったから，寮生の献立表に比べると，朝

食は鶏卵 3個と汁，昼は百目 (375g)位の牛
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肉料理，夜は魚と牛肉のソップ(スープ〕と

野菜などで，格段の相違である.彼らが味を

占めた牛肉は，明治の学生の大好物として人

気をあつめた.

ミュルレルらは開講に先立って，早急に予

科教師 3名と，薬学及び解制学の専任教師の

雇用を要請した.薬学はドイツでは医科大学

と並行して，密接に関連する専門分科で，薬

学者でなければ教育できないから，我々医師

にはその資格がない.従って薬学教育を受け

た者が調剤を担当する医療制度になっている.

ところが日本では古来医師が患者に投薬して

いるが， ドイツ制度を採用する以上，医学と

薬学を両立すべきであると提言した.

文部当局としては，医学薬学教育は医薬一

体の慣例から，内科と外科の医師2名で事足

れりとした既成観念や目算がくつがえされた

上，甚だしい予算超過と相まって，急、を要す

る実現には困惑を禁じ得なかった.

明治初期に先進諸国から来任した多くのい

わゆるお雇い外人教師は，優越感から尊大に e

ふるまったが，必ずしも一級の人物とは限ら

なかった.幸いにして適格のミュルレルらは，

ドイツ式の医学薬学教育体制の基礎を確立す

るために，権限の強化を要求した.政府はこ

れに対応して，先の定約書の内容を次のよう

に改めた.

第 1条 ミュルレル，ホフマン両氏は共に

学校教育の全権を保与すベく ，その階級

は等 しく直ちに文部卿の下に立つこと.

第2条両氏共月給 1カ月メキシコ洋銀6

百枚と定める.

かくして両氏は医 ・薬学教育の授業の編成

や運営に関しては，命令できる権限を与えら

れたが，学校管理面の立ち入りは禁止であっ

た.

時を同じくして明治 5年2月11日，文部省

に医務課が設置された.同年 8月3日の学制

発布により，東校は第一大学区医学校，南校

は第一大学区第一番中学と改称した.

同年11月 3年契約で雇い入れた薬学教師



として， ドイツ人薬剤師ニーウ ェルト Nie-

werthが着任した.彼は当局の予期に反して，

薬学教育を辞退し病院薬局の業務に専従し

て，内容の整備改善に努め，薬局員の実地指

導に成果をあげた. しかし予算の関係で，満

期までは別に専任の薬学教師の補充は見送ら

れた.

薬学教育のいとぐち

明治6年 (1873)3月18日，文部省医務課

が医務局に昇格して，欧米視察から帰朝した

長輿専斎が局長に就任するとともに，太政官

の要請で，緊急を要する不良輸入薬品防止対

策に乗り出した.取扱い業者が新しい洋薬知

識のないのに乗じて，外国商人が本国では商

品価値のない買薬や組悪薬品を言葉たくみに

取引するため，国民の生命，健康に危害を及

ぼす社会問題に表面化するに至った.

長奥局長は，予科教師として来任したドイ

ツ人ドクトル ・コヒウス H.Cochiusに，西

欧の薬剤取締制度について諮問しその答申

に基づいて 28箇条から成る 「薬剤取調の

法」を作成し， 5月20日太政官に提出した.

いずれも我が国には皆無の条項で，例えば，

薬舗開業免状を得た者が，日本薬局方所定の

薬品を販売する.輸入粗悪薬品防止の手段と

して，薬品試験所の設置及び医薬品製造の急

務を示唆するもので， 27条は 「製薬学術を進

歩せしめんためには，先ず東京中に一個の製

薬学校を設くべし」と，薬学教育の方向が打

ち出された.

長輿局長の要請により ， ミュルレルらは薬

学教育の原点ともいうべき製薬学校規則案等

を作成し:呈示した.

製薬学校規則(案)

第一 東京医学校中ニ製薬学校ヲ置ク

第二製薬学校ノ生徒ハ其法則及ピ勤務，他

ノ医学生徒ニ異ナラズ 即チ医学校規則

第六章ヨリ第三十一章乃至第三十四章ニ

遵フベシ

第三入学年限ヲ五年トナス 五年ノ間ニ下
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条ノ学科ヲ修メシム 五年ノ終リ製薬学

士試験法ニ由リテ大試験ヲ行ヒ 製薬学

士の称号ヲ与フ 而シテ製薬学士ノ称号

ヲ与へシ者ハ 後来薬物売買規則ニ従テ

薬物ノ輸出輸入ヲ司ラシム

教則

第一期 第二期第三期第四期

総テ医学校予科生徒ニ異ナル事ナシ

第五期第六期

万有学並ニ本科生徒所学ノ語法，薬方学，

植物学

第七期

化学局演習

第八期

製薬化学 製薬学器械用法学

第九期

実用化学薬物分析学

第十期

従前学ブ所ノ諸科ヲ製薬局ニ於テ実地経

験セシム 第十期ノ終リ大試問ヲ行フ

一八七三年六月十三日 於東京

海軍軍医正 ドクトル ・ホフマン

陸軍一等軍医正 ドクトル ・ミュルレル

長奥医務局長は国民の健康保全を期して，

粗悪薬品の輸入を抑止し，製薬産業振興を企

図する製薬学校設立計画の構想と急務を力説

した伺書を作成しこれにミュルレルらの起

草した同校規則案をそえて，明治6年 (873)

6月24日文部省に提出した.その趣旨は直ち

に採択されて，同年 7月25日付文部省布達第

百四号をもって，下記のように，製薬学科設

置の件が公布されるに至った.

製薬学科設置布告

今般第一大学区東京医学校中ニ製薬学一

科ノ教場ヲ附属シ 予科本科ノ二等ヲ設ケ

予科ハ羅旬語，独逸語，数学，物理学，化

学ノ初歩等ヲ教授シ 期スルニ二年ヲ以テ

シ更ニ本科ニ入レ薬方学，製薬学，器

械用法，実用化学，薬物分析等ヲ学パシム

ルコト三年間 五年ノ終リ其学術ノ深浅ニ



応ジ卒業ノ免許ヲ与へ其学業ノ等級ヲ定メ

専ラ薬物ノ製煉等ヲ司ラシメントス 因テ

本年九月一日ヨリ 二十人ノ製薬学生徒ヲ取

リ 予科ニ入ラシムル事ヲ許ス

これが薬学部の起源、となったわけで，予科

の授業は医学校生徒と合同で行われる.

教 則

第一期冬 独逸語羅旬語数学

第 二期夏向上

第三期冬 向 上

第四期夏 向 上

以上四期二年間ヲ以テ予科ノ期限ト ス

第五期冬 化学動物学金石学

第六期夏 化学 物理学植物学

第七期冬薬方 学 化学局演習

第八期夏製薬化学製薬学器械用法学

第九期冬実用化学薬物分析学

第十期夏 従前学ブ所ノ諸科ヲ製薬局ニ於

テ実地経験セシム

第十期ノ終リ大試問ヲ行フ

規定

入学ハ毎年九月一日ト定メ 二十名ノ

生徒募集ヲ行フ

一，学歳ハ総テ九月一日ニ始マリ 翌年七

月十五日ニ終ル

ー，学歳ヲ二期ニ分ツ 第一期ハ九月一日

ヨリ翌年二月十四日ニ至リ 第二期ハ二

月十五日ヨリ七月十五日 ニ至ル

一.半期試験ハ一期末ニ始メ二月十四日ニ

終ル 但シ日数十日 ヲ超ユベカラズ

一.学歳試験ハ学歳未ニ始マリ 七月十五日

ニ終ル

ー.夏期休業ハ七月十六日ヨリ八月三十一

日マデ四十七日間トス

一.予科ノ授業料ハ毎月五円五十銭ト シ

他ニ二円納入スル

ー.舎費ハ毎月十円(衣食， 諸雑費 ヲ含ム〉

ト四円五十銭(食費ノミ〉ノ二種ヲ設ク

製薬学生は医学生と同様，全寮生であった.
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製薬学科の発足

神田和泉町の第一大学区医学校に創設され

た製薬学科は，明治6年 9月 1日の開校に先

立って，20名の生徒を募集したが，定員には

満たなかったようである.第 1回生の下山順

一郎，丹羽藤吉郎，高橋三郎ら6名は，この

年 4月，開成学校のドイツ語科の理化学が鉱

山学に変更されたため，新設の製薬学科への

転入組で，丹波敬三らは医学から転じた.

予科の課程は医 ・薬学合併で， ドイ ツ人ド

クトル ・コヒウス Cochius(理化学)， ドク

トノレ ・ヒルゲンドルフ Hilgendorf (数学，

自然科学)， ドクト ル ・フンク Funk(ドイ

ツ語，ラテン語〉らが各科目を分担して授業

が行われた.

明治7年 (1874)5月7日に学制が改正さ

れて，開成学校は東京開成学校，第一大学区

医学校は東京医学校と改称するとともに，長

奥医務局長は東京医学校長兼務を命ぜられた.

同年4月ト イツ留学から帰朝 した柴田承桂

は，長輿校長の推薦で，製薬学科の最初の日

本人教授に就任 して，薬学教育の組織編制を

全面的に委任された.当面の問題は， 専任の

外人教師招鴨と， 実験設備であるが，薬品及

び機械器具はもとより ，試験管や減紙に至る

まで，図書類もすべて輸入に頼らねばならぬ

状況下で，早急の実現は望めなかった.

応急対策として，同年 8月末，医学校構内

にある医務局管下の司薬場(現国立衛生試験

所)に近代式薬品分析所が新設されたのを幸

い，同所の教師と設備を併用するため，薬学

実習室を急造する措置が取られた.

同年 9月の新学期から，製薬学生は可薬場

の実習室に通い， ドイツ人ドクトル ・マルチ

ン G.Martinの指導を受けたが， 翌明治8

年 (1875)6月28日，文部省医務局が内務省、

に移管されたため，司薬場での実習は打ち切

られた.

そのころ大名屋敷跡を改造した医学校，病

院の建物は老朽化し，かつ環境も文教地帯に

不適当と の理由で進められてきた移転計画が‘



赤門の遺構で象徴される本郷本富士町の旧加

賀藩邸の建設用地に着工の運びとなり，近代

様式の製薬学教場の設計図も出来上がった.

柴田教授は長奥校長と図り，明治8年 6月

1日付で， ベルリン留学中の長井長義と池田

謙斎(のち医学部初代綜理)あての文面によ

ると，日本の薬学振興のために，学識経験豊

富な薬学教師の斡旋と，新設の製薬学教場に

必要な機器，薬品類はルーメ， 書籍は グゼ リ

ユースなどの信用度の高い庖で，送料を含め

て千円の予算の範囲内で選択し発送を依頼

したものであった.助勢を頼む理由と して，

それらを横浜の外国商館を介して輸入すると，

非常に高価なうえに品質も信がおけず，薬品

は贋造や粗悪品が多いことなどを訴えている.

その一方，柴田教授は，製薬学第 1回生が

明治8年 7月 4期 2年の予科課程を修了し

て， 9月の新学期から本科進級に対応して，

教科体制を整えた. ドイツから専任教師が着

任するまで，東京外国語学校教諭のドイツ人

薬剤師ハンゼン Hansenを講師に委帰し

柴田教授は製薬学，助教の飯盛挺造は物理学，

同大井玄洞は製薬学を分担して授業を開始 し

た.

同8年11月，初めて名実共に備わった製薬

学科教頭として， ドイツ人ドクトル ・ランガ

ルト AlexanderLanggaardが着任し柴田

教授と協力して， ドイツの薬科大学に準じる

薬学教育 ・研究体系の基礎づくりにカを注い

だ.

明治9年 (1876)11月末に本郷の敷地に建

設中の近代式木造校舎，病院寄宿舎等が落

成し移転が完了した.医学校に隣接した製薬

学教場は，堅牢な木造平屋の教室が三棟並び，

ドイツから直輸入した最新の実験設備が施さ

れた.本科の外人教師は，製薬化学担当のラ

ンガルトのほか，前年 7月司薬場が満期とな

ったマルチンが薬用植物学，化学，製薬学，

薬品学， コルシェルトは数学，化学を受け持

った.医薬合同の予科の授業は，シェンデル

(数学，物理学)， ランゲ(ドイツ語， ラテ

ン語)，マイエット(同〉らが分担したが，必

要に応じて本科の授業も行なった.
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東京大学医学部製薬学科となる

明治10年 (1877)4月12日，東京大学創立

に伴い，旧東京医学校製薬学科は，東京大学

医学部製薬学科と組織を改め，教科課程の再

編成が行われた.修業年限は従前通り予科 2

年本科3年制が踏襲された.

製薬学本科課程(明治10年度規定)

教科目は 3カ年を 3等級に分け，各等を

上級と下級に区別している.

3等第 1年 下級

物理学薬用動物学鉱物学 化学

3等第 1年 上級

物理学薬用植物学無機化学顕微鏡

""らラL

2等第2年 下級

物理学化学薬品学製薬化学定性

分析学

2等第 2年 上級

物理学有機化学薬品学製薬化学

定量分析学

1等第 3年 下級

製薬実地演習 薬物試験実地演習

1等第 3年 上級

薬局調剤実地演習

最終科目に薬局調剤が課されたことは，製

薬学に重点をおいた教育方針に新しい方向を

示したと言える.明治7年 (1874)8月公布

の「医制」により，西欧の医療方式を実施す

る前提の意図がうかがえる.

学年はこれまで9月 1日に始まり，翌年 7

月15日に終る規則が，明治10年度から12月1

日に始ま り翌年11月30日に改正されたため，

在学生の学修期間が約7カ月短縮されること

になり ，明治11年 7月卒業予定の第 1回生は，

卒業が明治10年11月末に繰り上げとなった.

言語，思想，習慣など全く異質の外人教師

の直接指導を受ける困難を乗り超えて，瓦斯

も電気もなく，炭火やアルコールランプで行

う元素分析の方法を学び，筆で横文字を筆記



するなど，今昔の感に堪えない学修方法も，

当時としては先端を行くものであった. しか

し現実は最新の製薬学を活用する製薬産業は

輿らず，少なからず失望させた.大学当局か

ら首席の下山順一郎ほか丹波敬三，丹羽藤吉

郎は「製薬局雇，日給金35銭也相渡シ候事」

の辞令を受けて母学に残ることになったが，

他の人々は司薬場技師，病院薬局長，中学校

教師などに志向を変えざるを得なかった.こ

うした傾向を察知して，製薬学科志願者は激

減した.

製薬学科第 1回生の卒業式は明治11年 (18

78) 3月29日， 東京大学医学部第 1回卒業証

書授与式として，池田医学部綜理以下内外教

員，田中文部大輔ほか関係者多数が出席して

盛大に挙行された.綜理の式辞，卒業生総代

下山順一郎の答辞に次いで，卒業証書授与の

式後，各自心魂を注いだ卒業論文を演述した.

豆腐の説 日本産売菩の説 下山順一郎

フーセツレ油の定量 丹波敬三

ニコチンの説 吉田 学

日本産アルコールの量，水

の試験，阿片の説 高橋三郎

酒中波硝酸，グリセリンの量 丹羽藤吉良15

日本産並に舶来品ヂギタリス

葉の比較 三村徳太郎

永淵嘉博

小山哉欠席〕

単寧の説

(高橋増次郎，

明治12年 (1879)2月19日， 本学卒業生に

学位授与の件が制定され，法 ・医 ・文 ・理の

4学土及び医学部製薬学生は製薬士と決定さ

れた.製薬学生は納得せず，製薬学士を主張

したが，結局不聞に付された.

かくして同12年10月18日，卒業式に代わっ

て，東京大学医学部第 1回学位授与式が挙行

された.医学本科第 1回卒業生18名に医学士，

製薬学本科第 1回卒業生9名及び同第 2回生

10名に製薬土の学位証書が授与された.同13

年7月12日の第2回学位授与式は医学土のみ

で，製薬土は皆無であった.

明治14年 (1881)6月15日， 東京大学の職
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制改正により，医学部と法 ・文 ・理 3学部の

事務管理が統轄されたため，同14年 7月9日

に行われた最初の 4学部合同の学位授与式は，

合計69名の学位授与者のうち，製薬土は 3回

生の 9名であった. 15年度の製薬土は4回生

の5名，16年度は 5回生 1名で終り，製薬土

は総員34名にとどまった.

因みに学位の名称は，明治20年の博士令制

定によって，学士は称号と改められた.

通学生制度の事情

前後したが，医学科及び製薬学科は， 外人

教師の直接指導を受けるため，語学の素養が

必要で，修業年限も長く ，当時の教育水準か

らは高度に過ぎて，志望者が少なかった.そ

こで医学薬学の普及発展を図る対応策として，

日本人教員が教える短期養成の通学生制度

(医学科3年，製薬学科 2年)を設置し， 本

郷の教場の新築落成を待って，明治10年度か

ら実施に移された.

製薬学科通学生の生徒募集は，毎年 5月と

11月の2回行われ，毎固定員20名を超える志

願者があった. 2カ年の修業期聞を 4期に分

けて，学科担任を次のように定めている.

通学生教育担当教員表(明治10年規定)

教授柴田承桂 製薬化学

助教熊沢善庵 化学〈無機 ・有機)

庁 飯盛挺造 物理学

庁 大井玄洞 製薬学

11 松原新之助動物学植物学

教員勝山忠雄 調剤学

明治11年4月，製薬土 ・下山順一郎，丹波

敬三は教員となる.同12年 5月柴田教授は内

務省衛生局員に転じ， 日本薬局方編纂を委嘱

される.同13年4月，下山， 丹波は助教， 丹

羽藤吉郎は教員を命ぜられ，助教大井玄洞は

退任した.同14年 6月の職制改正により，助

教 ・態沢善庵，飯盛挺造，下山順一郎，丹波

敬三，丹羽藤吉郎，松原新之助は助教授に昇

任となる.



教員は授業の傍ら， 日本語の教科書作成の

ため，各自専門分野の原書の翻訳に努めた.

主な著訳は，明治11年;勝山忠雄 ・調剤要術，

松原新之助 ・薬用動物及び薬用植物，飯盛挺

造 ・物理学，明治12年 ;柴田承桂 ・衛生紙論，

大井玄洞 ・毒物新論，生薬学，同13年;大井

玄洞 ・衛生汎論，同14年;柴田承桂 ・扶氏薬

剤学，下山 ・丹羽共著 ・製薬全書(前篇〉な

どがある.製薬全書はラ ンガル トの講義を訳

述したものである.

通学生制度は時代の進運に伴い 2年の修

業年限では程度が低く，教科内容向上の必要

が起り，明治13年度の生徒募集を打ち切り，

在学生の卒業とともに廃止されたが，人材が

輩出している.

製薬学別課の運命

製薬学本科は明治12年度には入学者がなく，

10数名の在学生が卒業すれば，自然消滅は免

れなかった.そこで 5年制の本科と 2年制の

通学生を合体して，明治13年(1880)4月10

日 3年制の製薬学別諜の設置が制定された.

製薬学別諜規則(明治13年制定〕

第一条本課生徒ハ年齢十八年以上ニシテ

英独仏ノ何レカー邦ノ文ヲ 略ボ読ミ得

ルモノトス 但シ入学ノ節漢学ハ日本

外史，算術ハ比例分数ヲ試験ス

第二条 教科ヲ三年トシ一期六ヶ月ノ課程

トス 毎期ノ終リ試業ヲ行フ

第三条 全科卒業スルモノハ更ニ大試業ヲ

行ヒ 其学力ニ依リ卒業証書ヲ授与ス

ヘシ

別課の教科目は本科に準じたもので，明治

14年 1月から通学生の教員が兼担して授業が

開始された.

本科の外人教師は，マルチンが明治11年12

月， コルシェルトが同12年10月満期解任後は

補充せず，教頭ランガノレトが孤塁を守った.

ランカ事ルトは学生指導に熱意を傾けて，薬学

教育研究の基盤を築き， 日本薬局方編纂にも

( 26 ) 

力を尽くした. 6年の任期満ちて，明治14年

11月帰国したが，その功労によって，特に勲

四等を贈られている.

東京司薬場監督が任期満了となったオラン

ダ人ドクトル ・エイクマン J.F. Eijkmanが

後任教頭に就任し，製薬化学，薬剤学を担任

するほか，植物の有効成分研究，食品の化学

分析研究の新分野開発に功績があ った.また

日本薬局方編纂の貢献度も高く ，明治18年8

月帰国に際し，明治天皇に拝謁して勲四等を

授与されている.

これと前後して同17年 6月，政府の招きで

在独のドクトノレ長升二長義は，日本人では有機

化学の最高峰として，大日本製薬会社技師長

就任のため帰国と同時に， 東京大学医学部

教授(製薬学科担任)， 同理学部教授(化学

科)， 内務省衛生局東京試験所長の要職の兼

務を命ぜられた.

同17年 8月には本郷構内に新築中の法 ・文

学部の校舎が落成して， 一橋から移転した.

残る理学部は実験設備を要するため，経費の

関係で、新築は最少限にとどめて，医学部の各

教室を借用することとし，製薬学教場は解消

した本科跡を理学部分析化学室，同分析権衡

室に割当てられた.このため明治18年度の別

課生募集は停止された.

同18年8月，理学部は一橋から本郷構内に

移転して 4学部は初めて同構内に定着する

基礎が確立された. しかし製薬学教場の提

供は，暫定的の便法であったと思われるが，

理学部吸収の薬学廃止につながるきっかけと

なった.

そのころ別課のみとなった製薬学科の教授

陣は，同18年8月教頭のエイクマンが帰国し

初めて外人教師の指導を離れて，自主教育体

制の緒についたところであった.

長井教授は同年 7月11日の薬学会例会で，

漢薬麻黄塩基エフェドリン発見の講演を行い，

10月大学を辞して渡独したため，その後を受

けて丹羽助教授が有機化学を担当した.

下山教授は明治16年 (1883)9月，製薬学

科最初の留学生に選ばれ， ドイツ ・ストラス

フeルグ大学で生薬学の権威， Fluckiger 教



授のもとで研鎖中で， 続いて丹波助教授は

自費でエルランゲン大学に留学し著名な

Hirger教授について， 衛生 ・裁判化学の研

究に打ち込んでいた.補助教員として，高橋

三郎，柴山正秀らの製薬土が協力していた.

明治19年 (1886)3月2日公布の帝国大学

令により，東京大学は帝国大学と改め，各学

部は分科大学に機構改革に際し，製薬学別課

は明治20年12月，在学生卒業と共に薬学教育

廃止の措置がとられた. 仰天した丹羽藤吉郎

助教授は，決死の覚悟で森有礼文部大臣邸に

日参して，薬学の重要性を主張して説得し，

帝国大学医科大学薬学科として存続すること

になった.

現代を示唆する歴史的軌跡

明治20年 (1887)4月， ドクトルの学位を

得て帰朝した下山，丹波両助教授は，薬学科

初代教授に就任して，下山教授は生薬学，薬

用植物学，製薬化学，薬品試験法，薬舗職務，

丹波教授は衛生 ・裁判化学，植物解剖学，丹

羽助教授は有機化学，調剤学，薬品分析を担

当して 9月開講となる.明治23年(1890)

7月， • 3年の課程を卒業した第 1回生5名に，

初の薬学土の称号が授与された.
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明治26年 (1893) 9月，大学に講座制が設

置され，薬学第一講座(生薬学)担任下山順

一郎，第二講座 (衛生裁判化学〉担任丹波敬

三，第三講座〈薬化学)担任丹羽藤吉郎の 3

教授に決まった.このとき丹羽助教授は自身

の栄進を潔く固辞して，薬学振興の理念から，

理科大学化学第二講座担任に任命された長井

長義教授を，薬化学担任へ配置換の困難な折

衝に努力を措しまず， 信念を貫いた.丹羽助

教授は明治40年(1907)第4番目の薬品製造

学講使担任教授に任ぜられた.

その頃でも医薬品合成研究は，まだ実験室

の域を出なかった.それが図らずも学業両界

を総動員して，いわゆる産学協同のさきがけ

となった国家的研究開発に直進したのは，大

正3年 (1914)に勃発した第 1次世界大戦の

影響で，輸入に依存していた医薬品の供給が

絶たれ，治療界の危機に直面したからである.

こうして創学以来の念願であった医薬品の

工業化は，半世紀近く経って， 日本の風土に

根をおろしたことになる.今や薬学における

有機化学は位界水準に発展し，領域も多岐に

わたるが，国民の健康福祉に貢献する薬学本

来の使命は不変である.今日の躍進の基礎を

築いた先人の超克の歴史的軌跡は，現代の問

題提起の示唆となるであろう.



薬史学雑誌

12 (1) 28 - 30 (1977) 

清水藤太郎博士の著書

木村雄 四 郎

The work of Dr. Totaro Shimizu 

Yushiro KIMURA 

1 have now an opportunity for presentating a Catalgue of his works and for treating 

his representative works in outline. 

はじ めに

畏友 ・東邦大学名誉教授，万国薬史学アカ

デミー会員， 日本薬史学会幹事，薬学博士，

故清水藤太郎氏が1976年 3月 1日， 89歳の高

齢で逝去されてから早くも 1年有半になるが，

私の書斎には博士から署名入りで贈られた多

数の著書があり印象深いものがある.

周知のように博士は独学.力行し 平安堂

薬局を経営の傍ら，帝国女子医学薬学専門学

著書

西暦 年号 著 書 名

1925 大14 神奈川薬方

1926 昭 l 医療処方語『緩和和緩辞典』

1927 昭 2 神奈川薬方(補遺〕

1930 昭 5 神奈川薬方(第2版〉

11 λy 医薬の社会化と薬価問題

11 11 日本準薬局方(第1版〕

11 ノア 植物薬物学名Jl1!.範

1932 H召7 薬局方概論

1933 H召8 日本準薬局方(第2版〕

11 医薬ラテン語

必F ベルリン処方

1934 昭 9 英国における濫売矯正事業

11 漢方薬物学

1935 昭10 本草辞典

グ 植物学名辞典

1936 昭11 Pharmaceutical EngIish 

11 日本薬局方五十年史

グ 薬学ラテン語

λy 薬局経営及び商品学

1938 昭13 調剤学概論

11 神奈川薬方(第3版〉

1939 昭14 国民保健と皇漢薬
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校から戦後の東邦大学薬学部教授として実に

40余年に渉り，後進の教育に従い，薬学ラテ

ン語， 和漢薬，薬剤学，薬局方，薬史学およ

び薬局経営学など多岐に渉る専問書を著作し

た業績は注目すべきものがあり，各著書に無

駄がなく，実学書としてよく整理されており，

薬学の進歩，発展に寄与するところ極めて大

なるものがあった.

今，神奈川県薬剤師会で発行した博士の著

書 目録を参考にするとおおむね次の通りであ

る.

目 録

共 著 者 発 fJ 所

清 水 』ま カ当 神奈川県薬剤師 会

朝比奈泰彦 南 山 堂

清 水 ほ カミ 神奈川県薬剤師会

ノア 必P

日本薬 学 会 日本薬報社

朝比奈泰彦 春 陽 A主U乞. 

日 本薬報社 |

11 

南 山 点主U主. 

額 回 豊

春 陽 堂

春 陽 堂

牧野富太郎 春 陽 A主u主5 

s. Nakanishi 南山堂 l

記日本念薬局祝方賀公布会 I

杉 井 善 雄 南 山 占品位乞. 

南 山 主=-主

科 Aす叫ー 書 覧

清 水 ほ 泊、 神奈川県薬剤師会

新 義 真 言 宗



西暦|年号| 著 書 名

1939 昭14 漢薬並びに洋薬に関する調査

1941 昭16 国医薬物学研究

I! 日本準薬局方〈第3版〕
必y 漢方掌典

I! 漢方診療の実際

1942 昭17 清水調剤j学

1943 昭18 空襲救急法解説

I! 漢方薬の話

I! 薬学薬業英語

1949 昭24 薬学ラテン語

必ア 日本薬学史
λy 注解第5改正日本薬局方

1951 昭26 注解第6改正日本薬局方

1952 昭27 薬局経営学

必Y 薬剤学

1955 昭30 正倉院薬物
必y 薬剤学入門

1956 昭31 公定医薬品便覧

1957 昭32 現代医薬品辞典

I! 漢方大医典

必y 明治前日本薬物学史第 1巻

1961 昭36 日本薬局方七十五年史

1962 昭37 日本薬局方ハソドブック

λア 新しい薬局経営

1963 昭38 薬局の漢方
グ 皇漢医学索引
必y 漢薬典

1967 昭42 薬局方ハンドブック

1969 昭44 漢方診療医典

1972 昭47 第8改正日本薬局方ハンドブック

1973 H召48 薬学 ・薬局の社会活動史

1975 昭50 和漢薬索引

必Y 平安堂記

すなわち単行本として刊行された著書は共

著等を含めて1925年(大正14年)から1975年

(昭和50年)に至る50年間に50余種に及びそ

の意欲的な著作は注目に値するものがある.

主な著書の概説

とりわけ日本薬学史は博士の学位論文とな
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共 著 者 発 所所

広 111 書 庖

日本薬報社

塚 敬 節

数村 道長 久明 南山堂

科 A寸'-<一. 書 院

東亜研究会

南 山 堂

南 山 堂

南 山 堂

南 山 堂

不破竜登代 南 山 堂

南 山 主~主e 

南 山 堂

朝比奈泰彦監修 植物文献刊行会

南 山 堂

南 山 堂

南 山 堂

大 塚 敬 節
数

雄道事四郎三明明
原村原烏

東 都 書 房

朝比 奈 泰 彦 Et修 日 本 学 士 院

日 本薬学会 日 本 公 定 書 協 会

南 山 堂

清水不二夫 南 山. 堂

南 山 b晶u. 

大 安

平安堂薬局

清 水 正 夫 南 山 A主u主

( 大矢
塚 敬 自)南 山 堂数 道

清 水 正 夫 南 山 堂

ジョージ ・ウノレダン
南 山 堂グ著 清水訳

内く藤す記り念資料館

清水平安堂

った名著で，文化勲章に輝く朝比奈東大名誉

教授はその序文に寄せて『史として従来あり

勝な政府並びに支配階級のみを中心とする記

録の年代的羅列を超越し経済的生業として

の薬業の発達を論及していることは後進を稗

益すること多大で、ある』として激賞している.

もともと博士の薬史学的業績には日本学士



院が紀元2600年の奉祝記念事業として刊行し

た朝比奈泰彦監修の『明治前日本薬物学史』

の第 1巻に赤松金芳氏の『明治前日本薬物

史』と共に『薬物需給史』を執筆 し，第2巻

における岡西為人氏の『中国本草の渡来と其

影響』および高橋真太郎氏の『中国の薬物療

法と其影響』と共に不朽の名著である.

博士は漢方および和漢薬関係の著書も多い

が，とりわけ『本草辞典』は月刊雑誌『本草』の

創刊号(1932年7月〉から1934年12月に至る27

号まで横書昭和本草の名のもとに連載された

もので，主として本草名をローマ字綴りとし

これに簡潔な解説を加えたもので，これに病

名の術語や和漢薬用具にも及んでおり，机上

の便覧として座右に備えて重宝な辞典である.

また『漢方掌典』は六角重任著『古方便覧』

と尾蓋椿堂著『類豪方広義』を引用し執筆し

た漢方入門書で，ひところ大阪の薬業住来誌

に連載しまとめたもので，疾病の分類はもと

より，各論では漢方薬215方についての応用面

を解説しさらに療法義解篇では症別に薬方

の使い分けが示されていて重宝なものである.

また『正倉院薬物の史的および商品学的考

察』は朝比奈泰彦監修になる『正倉院薬物』中

の一項目であるが注目すべき調査報告である.

朝比奈博士が宮内庁の委帰により正倉院薬

物調査班を組織して昭和23年10月16日より20

日までの 5日間と，昭和24年11月1日から 6

日までの毎日午前と午後2時間に渉って他の

調査員と共に正倉院薬物について調査したも

ので，天平勝宝8年 (756年〕東大寺虚舎那仏

に奉献した当時の目録『種々薬帳』に記する

順序によ って60穫の薬物の基原，現存の有無，

応用などにつき史的および商品学的に考察し

たもので他の調査員17名の調査報告と共に貴

重な資料である.

また博士晩年の労作に『和漢薬索引~ 3部

がある.明治，大正，昭和の60年に渉る古来の

和漢薬に関する図書のページ附を整理したも

ので第 1部，第2部，第 3部からなり，第 1

部は和漢薬常用名の索引，第2部は和漢薬全

漢字名の索引，第 3部は和漢薬カナ書常用名

の索引からなる，ともあれ102部にわたるわが
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国および中国 INDEX MEDICAMENTORUM 

JAPONICORUM 
の古今の本草 AUCTORE 

学および生薬 PROF.DR. TOOTAROO S IMI ZU 

;:ffz;和漢薬索引

きi12i五五LZJ!
と翌ヂ リ ~~ 
2;む玩すが長物問停
に和漢薬の原

典を索引でき

ることは重宝

である.

とりわけ本書

は著者自筆の

NAITO MEMORIAL PHARMACY釦ruSElIM

内藤記念くす:り資料鑓発行

TOKYO， 1 975. 

Fig.l.清水博士最後の

著書と署名

原稿をそのまま製版したものであり，本書の

価値を一層高めており，内藤記念科学振興財

団は本書に出版費を助成している.

博士は多年世界各国の薬局方を調査しそ

の異同，得失について造詣が深く，昭和16年

(1941年〉には当時の満州国薬局方調査臨時

委員となり，昭和16年及び17年の 2年に渉り

毎夏満州国および中国各地漢薬市場を踏査し

ており， w漢薬典』はその当時の貴重な資料

である. また昭和 21年6月 (1946年〕日本薬

局方調査会幹事となり日本薬局方の編纂に協

力し日本薬局方に関する著書が多く，その普

及につとめた功績は大きい.

また博士は薬学ラテン語に精通し、植物薬

物学名典範(朝比奈泰彦共著)， 植物学名辞

典(牧野富太郎共著)， 薬学ラテ ン語などの

著書がある.

終りに博士は自らの経験に徴して『薬局経

営及び商品学~ (昭和10年)，それを改訂した

『薬局経営学~ (昭和27年)，さらに時代の進

歩に即応して『新しい薬局経営』を出版し広

く斯局斯業の発展に寄与している.

想うに清水博士ほど多岐に渉る専問書を著

作した学者は少くともわが薬学界には類例を

見ないところであり，その業績に対し深甚な

る敬意を表してやまない.



新刊紹介

+Lehrbuch der Biologischen Heilmittel 

(Gerhard Madaus)， 1976年， Georg Olms 

Verlag (Hildesheim . New Y ork)出版，

3巻， A5版， 2，864頁，索ヲ1144頁.

原著は 1938年に GeorgThieme Verlag 

(Leipzig)からB5版の大きさで 刊行された

が，その後絶版となったために稀観本となり ，

長い間入手がむつかしかった.世界的にも再

版を望む声があったのであろう， 今回著者

の子息で現マダウス製薬会社の社長である

Rolf Madaus博士の序言がついて，やや縮

小されて復刻された.第1巻の前半は 354頁

にわたる総論で，ここでヒポクラテス以降の

歴史，基本的考え方，ホメオパシーとの関係，

民間療法としての薬草療法との関係，植物と

環境との関係，製剤上の諸問題等について，

他書に見られない興味深い議論を展開してい

る.この総論の大部分を翻訳 したものが「ド

イツの植物療法」と題し，山岸晃，長沢元夫

共訳で日本古医学資料センターから1974年に

刊行したものである (3，500円).第 1巻の後

半から第 3巻までは各論で， 405種の薬用植

物をアルファベット順に，名称，植物の分布

図，名称の語源，通俗名，植物学的記載，歴

史的および一般的事項，効能，文献上および

専門家の回答を基礎とした適応症，植物の使

用部分，用量にわけで詳細に論じである.以

上を薬用植物篇と称しているところをみると，

著者は引続き薬用動物篇，薬用鉱物篇を書く

予定であったのであろうが，1942年に残 した

ので続篇を見ることができないのは甚だ残念

である.題名に使用された biologisch(生物

学的〕という語は説明を加えておかなければ

ちょっと理解できない. ヨーロッパでは19世

紀後半に機械論的な見方が流行したために，

医学はヒポクラテスの思考原理に示されてい

るように自然と結合させたものでなければ

ならない， と考えた人達によって 1905年に

Medizinisch-biologische Gesellschaft (医学・

生物学協会〕が結成され，時々集会を開催し
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て会員の獲得に努めた.この協会は当時の医

学会理事長であった Bachmannの主唱によ

って結成されたものであったが，病原菌が次

々と発見され，合成医薬品が次々と発明され

た時期にあたっているので，協会の発展は望

めなかったようである.著者はこの思想に共

鳴していたので，現在から見てこの奇妙な題

名をつけたようである.この語にはさらに妙

な意味がある.ナチス政権 (1933~1945年)

が自己の思想の特殊性と普遍性を確立しよう

と考えたとき， この語を利用し [""第三帝国

は Medizinerを養成するのではなく， 生物

学的に思考することのできる Arzteを養成

する」と広言 したので、ある.これはベルリン

オリンピックを演出する際に，古代ギリシャ

から「聖火」なるものを受けつぐ、形式を とり，

「民族の祭典」と名付けたやり方と同じであ

る.ナチズムはヒポクラテスの思想と反対の

ものであるから， biologischという語を使用

したからといってすべてをナチズムと関係が

あると見ることは間違っている. しかしそう

いう誤解を避けるためで、あろうか， 第 2次

世界大戦後はこの語は全く使用されず， も

つばら Phytotherapie(植物療法)なる合成

語が使用されている. 以上のような歴史を

biologischなる語はたどっているので，私は

この語を「生気論的」と訳すことが適切で、あ

ると 考えている(長沢元夫)

4・本草綱目 (校点本〉・李時珍著，1975年12

月，人民衛生出版社刊. 第 1冊はB5版，

685頁，定価3.00元(1，500円).

全体を 4分冊にする予定の，その第 1冊は

巻11までをおさめているので，序例， 百病主

治薬，水部，火部，土部，金石部までを含む.

その第2冊は1977年 3月に出版され，巻12か

ら巻21までをおさめているから草部の全部を

含んで、いる (1433頁， 3.30元， 即ち1，650円).

この校点本は次の特長をもっている.

1. 1603年刊の江西初刻本を底本と している.

2. 本草網目 の初版である金陵木との校勘衰

を利用して校正を行なっている.この校勘表



は1957年 ・人民衛生出版社刊の張氏味古斎本

(1885年刊)の影印本の巻末に附録としてつ

いているものを用いている.

3. 証類本草，千金翼方，新修本草残巻，本

草経集注敦:埠残巻を参考にして字句の異同を

明らかにしている.

4. 金陵本との異同は但し書きなしに本文を

直しているが，他の参考書による場合は各頁

毎に，左側に註の形で異同および場合によっ

てはそれに関する見解を記してある.別表に

なった校勘とちがし、これは大変便利である.

5. 附図(植物の図〉を各分冊のはじめに分

けている.

6. 現在中国で用いられている簡化字を使用

している.

7. 本文は 3号活字，註文は 5号活字を使用

していて読みやすい.

このようにして原書の 1 ~1l巻を第 1 冊 と

し， 12~21巻を第 2 冊， 22~38巻を第 3 冊，

39~52巻を第 4 冊にする予定と書いてある.

明代に李時珍が著わ した本草網目は書誌学

者によって数々の非難をあびせられたので、あ

るが，内容的にはこれほど議大な薬物書は世

界に類を見ないものであるだけでなく， 実用

書としては書誌学者が高く評価している宋代

の証類本草よりもはるかにすぐれたものであ

る.中国は解放後，本草綱自については人民

衛生出版社 ・影印本と商務印書館 ・活字本を

刊行しているが，今回の校点木が最も良い.

筒化字を使用した点は新しい教育をうけた人

達のためなので-あるから，入門的教科書の次

に本草網目を読ませようとしているところに

注目しなければならない.頭註国訳本草綱目

(春陽堂刊〉は江西本の和刻本を底本にして，

京都植物園大森文庫蔵の金陵本を参考にした

と監修者 ・白井光太郎氏は述べているが，前

記校勘表で‘あたってみると不完全なものであ

ることを知った.しかも今改訂の進んでいる

新註校定国訳本でも改まっていない.そうす

るとこの校点本は現在のところ最も信用して

よいものであることになる. しかも今わが国

で流行している豪華な復刻本とちがって値段

の安いのは何よりも有難い(長沢元夫)

4砂漢方薬とその発展史 (高橋真太郎先生遺稿

集)， 1976年 8月， 故高橋真太郎先生を偲

ぶ会(富山大学和漢薬研究所内)刊， A5 

版，496頁，非売品.

大阪大学教授 ・ 高橋真太郎氏 (1909~1970

年〉がなくなられでもう 7年になる.独自の

道をあゆまれた先生の遺稿集は生薬学や漢方

に関係する者にとって待望のものであった.

これまでの著書や論説などから 8篇をえらび，

巻末に業績目録と略歴をつけてある.そのう

ち第2改正国民医薬品集註解 (1959年，南山

堂刊)の付録に収録された「漢方薬概説」が

109頁を占め， 明治前日本薬物学史 ・第2巻

(1958年，日本学術振興会刊)に収録された

「中国の薬物療法と其影響」が 247頁を占め，

それだけで全体の71%になっていることと，

遺稿に相当するのは「薬学史概説J(79頁〉

くらいしかないことは不満としてのこる.高

橋先生は啓蒙的な文章も沢山書かれたが，研

究者としてすぐれた業績をあげられた分野は

次のように整理できるのではないだろうか.

1. 薬学史の講義が薬科大学に必須のもので

あることを主張し，京都薬科大学でその講義

を担当しその原稿を毎年書かえておられ，

本書に収録されたのは最後のものであるのは

大変結構なことであるが， それを裏付けし

た研究としての 「孫太郎虫の史的考察J，r藍
(lndigo)物語」などを加えてほしかった.

2. 生薬学に関するものとしては中国産自

戒 ・蒼戒の研究と r生薬材料学の危機」が

重要である.特に後者は 「薬学教育に於ける

生薬学の歩みと将来」を副題として薬事日報

に8固にわたり連載したもので，先生の主張

はここに集約されている.これが採用されて

いないのは残念である.

3. 実用面に関 しては加工附子の製法の確立

がある.これは漢方と生薬の世界では昭和の

最高の業績として後世に残るものであると思

う.これが全く採用されていない.

このほかにも未見の遺稿があるかもしれな

いが，少くともこれらの問題点を明らかにす

るための遺稿集であってほしかった.

( 32 ) 



(長沢元夫〉

・アーユルヴヱーダ研究・第 6号， 1976年12

月， B 5版， 172頁， アーユルヴェーダ研

究会発行(大阪市北区常安町33，大阪大学

医学部衛生学教室内)

本号は特集号として編集されていて，次の

2篇を主なる部分としている.

1. iアーユルヴェーダの体系J(シヴ ・シャ

ルマ著，鈴木正夫訳)

2. アーユルヴェーダ概論(丸山博〕

前者は TheSystem of Ayurveda (1929年

干のの全訳であり，次の6章からなる.

第 1章文明発祥の地 ・インド

第2章 インド人の芸術と科学

第3章 位界最初の医学体系

第4章 アーユルヴェーダの範囲と科学的性

質

第5章 アーユルヴェーダの基本的原理一 I

第6章 アーユルヴェーダの基本的原理-ll

どの章も重要な問題点を論理的に明示して

いるので大変有益である. インドの伝承医

学の英訳書ではトリドーシャ説 (Tridosha

Theory)の Vatha(Vayu)， Pitta， Kapha 

をそれぞれ wind(風)， bile (胆汁)， phlegm 

(粘液)と訳 していて，ギリ シャ医学の体液

説に相当する訳語がつけられているが， シ

ヴ.、/ャルマ氏はそれを「体液はドーシャの

真の意を伝えるには余り にも不適当である」

と指摘している この 3要素は漢方における

気，血，水に相当しているが，この場合もま

た気はつかまえどころのない作用を指してい

るのに対し，血と水はかなり具体的な物質を

想定しがちであることに対する批判として受

取ってよいようである.

現在イ ンド最高の医師として尊敬されてい

る PanditShiv Sharma博士は 1927年に

Dayanand Ayurvedic Collegeの上級教授と

なり，現在はラホール医科大学の教授で、ある

ときく.国際的にも広く活躍し 1959年コロ

ンボ計画でセイ ロンに派遣され，セイロ ン政

府に伝承医学発展のための助言を した. 1973 

年4月に来日し i実践としてのアーユルヴ

( 33 ) 

ェーダ医学」と題する講演を東京と京都で行

なった.

後者は丸山氏が「日本医事新報 ・ジュニア

版J1975年 4 月 ~1976年 8 月に連載したもの

の再録であり，このほかに同氏がインド伝承

医学に関して体験した興味深い事柄を述べた

2篇の文章が附加されている.

わが国におけるインド伝承医学研究の本格

的な動きの紀念すべき一里塚として，本書の

出版を高く評価する長沢元夫〉

4砂パラケルススの生涯と思想 (大橋博司著).

1976年 1月思索社刊，叢書 ・人間の心理，

B6版，254頁，1，800円.

.パラケルススの世界 (種村季弘著). 1977 

年 1月青土社刊， B 6版，393頁，2，200円

パラケルスス (1493年~1541年)に対する

一般的な評価は， (1)16世紀初期に主流であっ

たガレヌス医学に総攻撃をかけ， 自然、観察と

実験とに基づく新しい医学の樹立を唱え，(2) 

医薬品についてはポリファーマシィを捨て，

有効成分を抽出し，分析し合成する方向へ

導いた人物として科学史上重要な位置を占め

ている. ヨーロッパではパラケルススに関し

て様々な研究がなされていたにもかかわらず，

我国ではほとんど問題視されないまま今日に

至っている.最近出版されたノミラケノレススを

紹介した上記の二書は，その研究入門書とし

て十分評価できる内容をもつものである.

前書はヨーロッパの豊富な資料を基に，ノ4

ラケノレススの全貌を明らかにせんと して書か

れたものである.その内容は大きく二つに分

れている.第 1部はパラケルススの激動の生

涯を16の時期に区分し彼の激しい気性，周

囲の状況， 奇矯な言動，思想の変遷などを簡

略に記述している.第 2部では「パラケルス

スの思想」という小題がつけられ，彼の数多

くの代表的な著作の中から十数冊を選び出し

それらの内容を分析し思想をまとめ，彼の

世界観， 自然観，人間観を導き出している.

最後に著者の結論とするところのパラケルス

スとヒポクラテスの比較論，現代にパラケル



ススの思想、がどの様に生かされるかを議論す

るに至っている.

パラケルススは医家に要求する四つの柱と

して， ①自然、哲学一人聞を知るための前段階

としての自然、認識，②天文学 ・占星術的な思

想一大宇宙の自然と小宇宙たる人間との対応，

③練金術一秘薬を作り出しこれを諸々の疾

病に対抗させる手段，④医師の徳，品性をあ

げている.これら彼の恨底をなしている医学

思想について多くの誤解，曲解がなされてい

たことに気がつく .例えば③の13世紀以来西

洋で、行なわれた錬金術を，単なる金及び秘薬

を得る為の技術，近代化学の芽ばえ といった

機械論的な見方しかしていなかった.しかし

本来の錬金術とは精神の鍛練の場であり，薬

力の浄化であり，神の君、志の代行者であると

いう生気論的な思想を発展させたものである

ことが理解される.また②の大宇宙と小宇宙

の対応からみた世界観は漢方医学の五行説と

極めて近いものであり，五行説の思想が東洋

だけのものでないことが理解されよう .

現代医学が内蔵しているところの唯物論的，

機械論的傾向に対し，パラケルススの世界観

( 34 ) 

等をもって問題を提示した著者の意図は達せ

られたようだが，彼の精神論にのみ価値をお

き，業績については現代科学の尺度による評

価を下すとし、う姿勢には問題があろう.例え

ば練金術について i錬金術思想に基づく彼

の壮大な自然、哲学の冒険は，結局のところ失

敗の記録でしかなかった.Jと結論を下し，

ヨーロッパで起こっているパラケルススの復

興に対して，錬金術，オカルテイズムの介入

を許さない著者は次のような事実をどの様に

考えるのだろうか.現在ヨ ーロ ッパで、はルネ

ッサンスから中世へと関心が移り，その中で

錬金術の再検討が盛んに行なわれ，パラケル

ススについて心霊的な面からの研究も進めら

れているのである.また薬学の分野について，

象形薬理説，武器軟膏等に言及していないの

は残念である.著者は精神医学専攻.京都大

学医学部教授.

後書はパラケルススの伝記としての価値は

認めるが，思想の展開についてとくに特徴は

ない.著者は東京大学文学部(独文)卒業，

都立大学助教授を経て，現在著述業.

(田村哲彦)



4ゆ 日本医史学会 ・ 日本薬史学会 ・ 蘭学資料研究会の合同例会 (1976年12月 18日，午後 2~5 時，

順天堂大学医学部新館6階階段教室にて).

演題 1. 8本薬園史の沿革 :木村雄四郎

2. ゼンメルワイスとフレンク一一ハンガリ ー医学史より一一 :安田純一

3. 伊藤杢之允関係文書の一部の紹介 :緒方富雄

映画 「ヒポクラテスの島」 青銅プロダクション製作

「民間薬藍に関するウソとマコトJ(三浦三郎)の発表は三浦氏の病気のため中止となった. 例

会後，有山記念館地下食堂で懇親会が催された.

. 日本薬学会 ・第97年会における薬史学部会 (1977年 4月7日， 9 時20分~4 時40分， 東京大

学教養学部U会場にて).

一般講演:

1. 江戸前期薬物の生産 :佐藤文比古，橋本孝雄(明薬大〉

2. 江戸期の採薬記 :伊藤和洋(田辺製薬東京支広〕

3. 麦門冬について :水野瑞夫，田中俊弘(岐薬大)，野目征男〈名城大)

4. 引経報使について有地滋， 久保道徳， 小曾戸洋(近畿大 ・東医研)，戸田静男(梅田漢

方薬局)

5. 庫虫の医書本草学的研究 :有地滋，久保道徳、，森山健三(近畿大 ・東医研〉

6. 漢方処方の臨床生薬学的研究 (5)，大賞， 賞連， 資本配合漢方処方の医学考証 :久保道

徳， 小野明ニ，林輝明，有地滋(近畿大 ・東医研)，野口衛(国立衛試大阪支所〉

7. ツュンペリーの来日とその意義(第 1報)高橋文(北陸製薬)， 川瀬清(東薬大〉

8. 華岡青洲と乳岩治験(第 2報)若園房雄， 堤谷初子， 東憲三(国立宇多野病院)，小倉

重保，岡野美臣(国立田辺病院)

9. 賀来佐之の島原御薬園経営および賀来飛霞の東京大学小石川植物園時代について :山下愛

子(女子聖学院短大〉

10. 酒井甲太郎(九州大学病院初代薬局長〉とその業績 :堀岡正義，金枝正己(九大病院 ・薬

剤部)，鶴岡道雄(宮崎医大〕

11. 大阪における病院給食の創まり :中室嘉祐(東大阪短大〕

12. 近代薬学の潮流と歴史的分析 :根本曾代子

13. 西欧における医薬分業成立の背景 :安江政一(新潟薬科大学)

シンポジウム (2 時40分~4 時40分)座長 ・川瀬清一一一 日 本における水銀の薬史学的研究

1. 日本の古代と水銀 :宗回一〈吉富製薬〉

2. 現代生活と水銀 :井村伸正(北里大 ・薬〉

なお「江戸庶民生活と水銀J(三浦三郎)は三浦氏の病気のために中止となった.

. 昭和52年度 ・第 1回集談会は 7月2日(土)，午後1時30分から 4時まで， 日本大学理工学

部 9号館 (12階〉第 1会議室で、行われた.

演題1. チュンペ リーの来日とその意義(北陸製薬 ・高橋文氏)

( 35 ) 



2. 清水藤太郎博士の著書について(本村雄四郎氏)参加者18名.

。1976年(昭和51年〉度決算報告は上記日本薬学会 ・第97年会 ・薬史学部会の時に吉井千代田

常任幹事によって行なわれ，川瀬清監事から使途に誤りのないことが報告され，出席会員から

承認された.

収入 855，578円

前年 度 繰越 105，320 

一般会員会費 253，000 

学生会員会費 1，000 

賛助会員会費 65，000 

投 稿 料 79，290 

雑誌売上げ 16，000 

寄 附 330，000 

利 子 5，968 

支出 516，425円

印 府リ 費 479，540 

通 信 費 18，140 

事 務 費 6，905 

雑 支 出 11，840 

次年度繰越 339，153円

4・ 会員の移動

1976年(昭和51年〉度新入会員 :有地滋，辰野美紀，東洋医学総合研究所，森山健三.

1977年(昭和52年〉度新入会員 :酒井シヅ，浦田耕作

現在の会員数

賛助会員 5 

一般会員 158 

学生会員 6 

合計 169 

・ 幹事会

1976年10月26日(神田学士会館にて)

1977年 3月14日(向上)

1977年 7月 2日(集談会後に行った)

. 日本薬史学会幹事三浦三郎氏は，昭和52年 (1977)6月13日，心不全のため死去した.

氏は，1917 (大正 6)年 2月11日，秋田県に生まれ昭和15年 3月，富山薬学専門学校を卒業，

直ちに三菱化成工業大竹工場に勤務，同17年10月，山之内製薬へ入社，同25年10月まで本社なら

びに板橋工場勤務，その間21年， 22年労働組合委員長をつとめた. 25年12月，呼吸器疾患のため

退社，切除手術を受けるなど闘病生、活をつづけた. 33年12月，小豆沢工場研究部門常勤嘱託とし

て復帰， 39年 3月には中央研究所第 1部勤務となったが， 51年11月，再ひe清瀬東京療養所へ入院，

( 36 ) 



三浦三郎氏の御逝去を悼む

幹事として本会の発展のために尽された

三浦三郎氏は1977年 6月13日になくなられ

ました.享年60歳，斯学のためになお御尽

力を願うべき所，誠に痛惜の念に耐えませ

ん謹んで御冥福を祈ります。

( 37 ) 

翌52年 2月，中央化学研究部を定年

退職となり，加療をつづけたが，つ

いに再帰できなかった.

氏の薬史学における業績は，東洋

医学における薬物をめぐって，薬園

史，朝鮮人参等については独自の研

究をすすめ，また，ベニバナ，ムラ

サキ，アイなど染料植物から草木染

の考証に及ぶなと'多彩にわたってい

る. i常民文化よりみた江戸期のく

すり」の解説に織り込まれた氏の古

川柳に対する深い理解と趣味につい

ても忘れることはできない.

本学会の運営については，多年幹

事と して，終始学会の行事企画，薬

史学雑誌の編集等について意欲的な

活動を行ない，本学会の発展に多大

の貢献があったことを銘記しここ

にご冥福を祈り たい (吉井)



薬史学雑誌投稿規定 0975年4月決定〉

1. 投稿者の資格:原則として本会々員であること 〈共著者はこの限りではなLつ.会員外の削、

稿は編集委員会の承認を経て掲載することがある.

2. 原稿の種類:原稿は医薬の歴史，およびそれに関連のある領域のものとする.ただし他の雑

誌(圏内国外を問わなし、〉に発表したもの，または投帯中のものは掲載しない.

付) 原報:著者が新知見を得たもので和文，英文のいずれでもよい.原則として図版を含む刷

り上り 8頁以内(英文は 6頁以内〉とし，刷り上り頁教は偶数であることがのぞましい.

(ロ) ノート:原報にくらべて簡単なもので，断片的あるいは未完の研究報告でもよい.和文 ・

英文どちらでもよい.図版を含む刷り上り 2頁または4頁とする.

付 史伝:医薬に関係した人，所，事蹟等に関する論考，刷り上り 6頁以内とする.

村 総説:原則として本会から執筆を依頼するが，一般会員各位の寄稿も歓迎する.そのとき

は予め連絡していただきたい.刷 り上り 6頁以内とする.

体) 雑録:見学，紀行，内外ニュースなど会員各位の寄稿を歓迎する.刷り上り 2頁以内とす

る.

3. 原稿の体裁:日本薬学会投稿論文執筆規定(ファルマシア第4巻 1号に掲載されている)に

従うこと.和文は楢書で平がな混り横書としかなずかいは現代かなずかいを用い，漢字は止

むをえない場合のほかはなるべく当用漢字で書くようにつとめること.なお原報およびノート

には簡潔な英文要旨を著者において作成添付すること(英文の場合は和文要旨を同様に付すこ

と).

和文原稿は薬学会所定400字詰原稿用紙またはこれに準じたものを用いること(原稿用紙4

枚が刷り上り 1頁にほぼ相当する).英文原稿は良質厚手の国際判 (21x28cm)の白地タイプ

用紙を用い，黒色で 1行おきにタイプ印書すること.

4. 原稿の送り先:本原稿 l部，コピー 1部を i(郵便番号 101)東京都千代田区神田駿河台 1-

8，日本大学理工学部薬学科内，日本薬史学会 滝戸道夫」宛に書留で送ること.封筒の表に

「薬史学雑誌原稿」と朱書すること.原稿到着目を受理日付とし，到着と同時に投稿者にその

旨通知する.

5. 原稿の採否:原稿の採否は編集委員会で決定する.不採用または原稿の一部訂正を必要とす

るときはその旨通知し，編集技術上必要があるときは原稿の細部の体裁を変更することがあ

る.

6. 投稿料，別刷料および図版料:投稿者はその原稿が印刷発行されてから 1カ月以内に，原

報，ノート ，史伝，総説(依頼されたものを除く〉は和文刷り上り 1頁につき 800円，英文刷

り上り l頁につき 1，200円を払込むこと.

版下料，凸版料，写真製版料については別に実費を申し受ける.

著者には別刷 50部を送付する.規定以上の別刷部数を希望するときは，投稿の際にその部

数を申込むこと .50部をこえる分については実費を徴集する.

7. 正誤訂正:著者校正を 1回行なう.論文出版後著者が誤植を発見したときは，発行1カ月以

内に通知されたい.

8. 発行期日:原則として毎年 6月および 12月の 2回とし，各 20日常発行日とし，受理年

月日順に掲載する.
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長~

素肌にやさしい思いやり 。お風呂あ

が りに顔 ・ひじ・ひ ざ……ザーネで

すべすべマッサージ。ビタミンA・D

.Eで素肌がしっとりとうるおいま

す。ザーネは素肌のク リームです。

こんなときどうぞ…
肌荒れ/貫主れ症/ヒフの栄養/ヒフの

乾燥と保護/雪やけ・日やけ/ひげそ

り負け/かぶれ・ただれ/ひぴ・あか

ぎれ/きめ肌/にきぴ

E一且、、 -&. ビタミンA・O.E配合

77ーィ、.タ7り-L.ヘ
包装 30，，.250円、 80'}.500円、 I50'}・8501司

素
肌
安
ヘ
安
ヘ
、
い
い
感
じ
。


